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心 の 糧
十二使徒評議員

リグ ラ ン ド ・ リチ ャ ー ズ

言者イザヤは，我々が新しい天と地を所有し，家を建ててその中に住み，ぶ
予 どう園を栽培 して，その実を食べる日のあることを先見 していた。そしてイ
ザ㌣は次のようにつけ加えている。 「彼らは主に祝福 された者のすえであって，そ ゴ

の子らも彼らと共におるからである」 （イザヤ ６５：１７，１９～２５参照）

幼児を埋葬 したことのある入々にとって，幼児が復活 して，成人になれると知る

こと以上に大 きな慰めはないであろう。

いわゆるキリス ト教会における人の作 った教えはその信者たちになんらそのよう

な慰めとなる約束を与えていない。

私はかつて仕事の同僚が一人娘を失なった時にその葬儀に参列した。このかけが

えのない幼児を失なって悲しみにうち沈み，ふたたびその子に会って共にすごした

いと望む両親に，牧師は何一つ望みを与えなかった。

葬儀の後で，主は彼がそれを求めて生きるな らば，よりよいものを備えておられ

ると私はその友人に話したのである。

それ以来彼は主のまことの教会に加わり，今やあの亡 くなった幼児が第一の復活

の朝に出で来るのを待ち望んでいる。
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ソ ル トレー ク の タ バ ナ ク ル献 堂

さ る

１８７５年

ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス 第 ６代 大

管 長 と して 支 持 さ る

１９０１年

ハ ロ ウ ィー ン

今月の表紙

今月の表紙は ４月の総大会における聖会

の支持の模様の説明図で，非常によくあ

らわされている。 ジェラル ド・Ｌ・パル

スファー氏によるこのテンプルスクェア

のタバナクルの分解図は，面積，座席，

長椅子，円柱の数においても正確であり

全体に詳 しく描かれている。



末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会第 １４０回年次総大会における教会幹部の説教

〈開 会 説 教〉

責 任 と 指 導

の 手 綱

大 管長 ジ ョ セ ブ ・フ ィー ル デ ィ ング ・ス ミス

愛 謁 繋 藩 認 へりくだつてみなさんの前に立ち’撚 に’私嚇 １‘’ま髄 たがたと主のすべての民に注ぎた翻

我々は主の御業に従事 している。主は地の歴史上いかなる時にもその御業をなす人々を立てたもうのである。我々は一教会として，また一つ

の民として，マッケイ大管長の霊感あふるる指導，偉大な洞察力，力強い腕により大いに祝福を受けてきた。彼が地上における輝かしい働きを

終 り，他の方法で仕えるべ く天の家に召されたので，主は地上の王国における責任と指導の手綱を，残 る我々の内に委ねたもうた。

我々は 「主が命 じたもうことには，人がそれを為しとげるために前以てある方法が備えてあり，それでなくては，主は何の命令も人に下 した

まわないこと」 （１ニーファイ３：７）を知っているので，この御業は主の導きと指示の下に繁栄 し続けるであろうと我々は心から確信 してい

る。私は，自分の力で この教会を指導できる人間は一人もいないと申しあげたい。これは主イエス ・キ リス トの教会であって，キ リス トがその

頭なのである。教会はキリス トの名をいただき，キリス トの神権を持ち，キ リストの福音の儀式を施し，キ リス トの教えを説き，キリス トの業

をなしている。キリス トは人々を選び，召し，主の目的達成のたあに御自身の道具 となし，彼らを導きたもうのである。 しかし，人々はあくま

でも，主の御手にある道具であって，主のしもべがなし遂げるあらゆる誉 と栄光とは永遠に主に帰せ られる。もしこれが人の業なら，失敗する

こともあろうが，それは主の御業であるゆえに，しくじることがない。 もし我々が戒めを守 り，イエスへの証を雄々しく述べ，託された事に忠

実ならば，主はそのあらゆる目的を成就するために，義なる道にある我々と教会を導きたもうという約束がある。我々の信仰の中心は，主イエ

ス ・キ リス トであり，キ リス トを通 じて信仰は天父に向けられる。我々はキ リス トを信 じ，キリス トを神の御子として受け入れ，バプテスマの

水においてその御名を受け，キ リス トの娘，息子 となったのである。私は主の御業を喜び，その業が真であり，聖なるものであるという確かな

知識に満たされている。私はイエス ・キ リス トが生ける神の子であること，キリス トが予言者ジョセブ ・スミスを召され，この神権時代の頭と

して立てられ，地上に教会すなわち神の王国を再び組織 されたこと，我々が従事 しているその業は真実なものであることを心から証するもので

ある。

私の父，ジョセブ ・Ｆ ・ス ミス大管長が第 ６代 目の大管長に召 された時，父は自分の献身的な副管長に感謝を述べ，主の御前に兄弟みな一つ

とならんために，教会のあらゆることについて彼らとよ く協議することを宣言した。

さて今，私は私の副管長に全幅の信頼をおいていると申しあげたい。彼 らは天の霊感により導かれている神の僕である。彼らは聖霊の賜と力

とを亨受しており，教会の利益となること，天父の子供たちを祝福すること，地上に主の御業を完成することだけを望んでいる。ハロル ド Ｂ・

リー副管長は真理と義の柱であり，偉大な霊の力 と洞察力 と知恵 とを持 った真の聖見者である。教会と教会が必要とする事柄に対する知識と理

解において彼に優る人はいない。Ｎ ・エル ドン ・タナー副管長は完全無欠で，真理に献身する立派な方である。

そして彼は人を正しく導き，相談にのり，指示することのできる管理能力と霊の力とを付与されている。また リー副管長，タナー副管長につ

いて言えることは，十二使徒定員会，その他の教会幹部についても同様であり，彼 らはみな神の人なのである。私はこれらの力ある兄弟を主が

お立てになり，彼らを召して教会の指導者の地位に立つ備えをさせたもうたことに感謝 している。主の御業ほど大切な業は地上に存在 しない側

天父の子供たちにこれほどまで大きな影響を及ぼす奉仕と責任の地位は他に存在しない。主の王国における真の克弟姉妹として働く我々一人一

人が，前方にある偉大な御業をなし遂げるためによく働 くことができるようにと祈って止まない。我々は信仰ある多くの人々の中に愛と調和の

精神が増 し加わっている時代に生きているすべての天父の子供たちの霊的，物質的福祉のために愛と関心をあらわす時に，我々はあらゆる他の

教会の善意の人々に仲間入りをするのである。我々は同胞の進歩と改善のためになるあらゆる事柄において，どこにあろうとも，まじめで善良

な人々に協力をおしまない。なぜならすべての人間は神の子供であり，人類家族の兄弟，姉妹であることを我々は知っているからである。永遠

の父なる神が，神の手になるあらゆる業に祝福を注ぎたまわんことを。

子供たちを教える両親に洞察の力と霊感を祝福したまえ。勧告を求めて受け入れ，戒めを守る子供たちと若入を祝福 したまえ。正 しく，忠実

に，よく主に仕えるζとができるように，天父の教会のあ らゆる役員，教師，会員を祝福したまえ。主にあって正 しきにかない，平安と幸福と

人生の目的を見出すことができるよう，世とあらゆる人々とを祝福したまえ。へりくだり感謝をもってすべてを主イエス ・キ リス トの御名によ

り申しあげる。アー人ン。
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私たちの時代

第一副管長 ・十二使徒評議員会会長

ハ ロ ル ド Ｂ． リ ー

私灘 甲歎∵鷲勢
ヨセブ ・アンダーソ）〈，デビ ド・Ｂ・ハイ ト，

ウィリアム ・Ｈ ・ベネット各兄弟を教会幹部

に迎えることに感慨を覚えるものである。私

たちと同様に，あなたがたもきっとこの兄弟

たちの力強い指導力を知るに違いない。

この時にあたって，私は愛するマ ッケイ大

管長のことを忘れることができない。マッケ

イ姉妹も恐らく同じ思いに違いない。私は今

この教会の歴史が新しい時代に入ろうとして

・いる時に，マッケイ大管長のすばらしい御家

族に対し，愛と祝福の気持をお伝えしたい。

今日，末日聖徒イエス ・キ リス ト教会は，

聖典に記 されているように，この時満ちたる

神権時代に組織されて以来 １４０年の歴史を迎

え新 しい時代の １ページをひもといたのであ

る。

今は亡き偉大な予言者デビドボ０ ・マッケ

イ大管長は，地上における教会の頭としての

働きを報告するべく，御許へ召されているの

である。予言者の死亡に伴い，常に教会と社

会において犬きな出来事が起きている。私は

この地上で人々が行なっていることを考える

と，予言者が造 り主に対 してそれ程よい報告

ができるだろうかと考えている。

教会の管理者が代わる時，その移行はキン

ボール長老も言われたように，主の御業に混

乱 と不満をもたらす大きな原因となる政治的

な手段，あるいは革命的な方法などを避ける

意味で定められた計画 と，特異な方法で行な

われる。

デビド・０ ・マッケイ大管長とそれ以前の

すべての大管長は，私たちに知恵と知識とい

う豊かな財産を残して くれている。それぞれ

の大管長が亡 くなるたび に，人々の心は感謝

で一杯になり，あたかも一緒に天に昇って行

２５８

きたいような気持になるものである。彼 らの

生涯と業績，残 した言葉などは幸いにして教

科書に記 され，あるいは教会の歴史やあとに

従 った人々の記憶に留められている。すべて

の信仰深い人々に対するそのような遺産を神

が祝福 したもうように。大管長たちの偉大な

記録は，彼 らが熱心に働きかけてきた人々の

心に刻まれることだろう。

ここで，大管長の死に伴 う教会の再組織に

ついて何 らかの意見を述べることは多 くの教

会員またその他教会に興味を持つ人々にとっ

て多くの疑問を解明 し，指示を与えると思わ

れる。

「教会の大管長はどのようにして選ばれる

のか」と質問する人に対 して，正 しく明解な

答えを信仰箇条第 ５条か ら引用しなければな

らない。 「われらは，福音を宣べ，且つその

儀式を執り行 うためには，啓示と，権威ある

者の按手により，神によりて其任に召されね

ばならぬことを信ず。」

人が大管長に召される場合，実際には十二

使徒定員会の会員として召され，聖任され任

命されるところから始まる。すなわち，啓示

言い換えれば主の霊感により大管長会の鍵を

有する者として召され，次に同じ権能により

按手聖任，任命されて，使徒職をもつ十二使

徒定員会の一員となるのである。

・こうして教会の大管長により聖任されたす

べての使徒は，他の聖任された使徒たちと共

に神の王国の鍵を握り，教会のあらゆる職に

必要な神権の権能を持つ。そして管理役員に

より召され，教会員の集まりにおいて賛成の

挙手を受けて支持された場合には，教会を管

理する職をも受けるのであるｂ

予言者ジョセブ ・スミスはこう宣言してい

る５ 「大管長がいなければ大管長会は成り立

たない。」 大管長の死に伴い，次位にある十

二使徒定員会が即座に管理役員となり，新し

い大管長が公式に聖任され支持されるまで十

二使徒会会長が大管長代理を務める。

この神権時代の初期において，ある事情か

ら十二使徒評議員会が新しい組織の完全にで

きるまで， ３年もの聞教会を管理したことが

あった。教会の情勢が安定するにつれて，大

管長の死後す ぐに新しい大管長会が組織され

るようになってきた。

大管長会と十二使徒会の会員はすべて通常

「予言者，聖見者にして啓示を受ける者」と

して支持を受ける。これは今日でも変わらな

い。啓示によると，これは，選ばれ聖任され

たすべての使徒が， 「当団体 （完全な十二使

徒定員会と解釈されている）によりて選ばれ

その職に任命して按手聖任され，教会員の信

任と信仰と祈りによりて支持せられ」た場合

には，教会を管理することができるという意

味である。その場合，管理するのは十二使徒

定員会の先任使徒，すなわち会長である。

（教義と聖約１０７：２２参照）．

時折，先任の十二使徒以外の人が大管長に

召されるかどうかという質問を耳にする。こ

の件に関して，主が十二使徒会会長に他の人

を選ぶよう啓示した場合のみ，先任使徒以外

の人が教会の大管長になることができるとい

う老えがある。 ・・

主はこの神権時代における最初の予言者に

前もって定められている地上の神の王国の組

織を通して，教会の指導者に関する秩序正 し

い計画を示された。これらを話 し合う上で，

主は次のような説明を与えられている。

「メルケゼデク神権を有てる者の申三人の

管理大祭司あり，当団体によりて選ばれ，そ

の職に任命して按手聖任され，教会員の信任

と信仰と祈りによりて支持せられ，当教会の

大管長会なる定員会を構成す。十二人の巡回

’‘ ＝
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評議員は召されて十二使徒となる，すなわち

全世界に於けるキ リストの御名の特別の証人

となるべき者なり。すなわち，か くの如 く彼

らは当教会に於ける他の職員とは，』その天職

に就ける義務を．異にす。．またこの十二人は，

前記の三人の管理大祭司と権威と権能とを同

じくせる定員会を構成す。」（教義と聖約１０７：

２２～２４）

この問題について，第 ４代大管長 ウィルフ

オー ド・ウッドラフは，当時十二使徒会の一

員であったヒ’」バー ・Ｊ・グラント大管長に

宛てた．１８８亨年 ３月２８日付の手紙で所見を述べ

ている．。以下にその手紙を引用する。

「教会の大管長が死んだ場合，教会の管理

役員にはだれがなるのであろうか。それは，

（他ならぬ神の啓示により聖任され，組織さ

れた）十二使徒定員会である。それではこの

十二使徒たちが教会を管理する時，教会の大

管長を務めるのはだれであろうか。十二使徒

会の会長である。会長は，大管長会が組織さ

れた時に２人の副管長を管理するのと同様に

事実上，十二使徒を管理しながら教会の大管

長を務めるのである。」 そして この原則は，

教会が組織されて以来 １４０年を経た今も実行

されている。ウッドラフ副管長はさらにこう

続 けている。

「私に関する限り，教会の歴史にも記され

ているように，教会が組織されて以来使徒た

ちのたどって来た道，あるいは過去５７年間全

能なる神の霊感によって使徒たちが歩んで来

た道からそれるような挙手をしたりまた影響

を与える前に，教会を組織し；５７年の間同じ

経路を通して導きを与えてこられた神からの

啓示を必要とする。」

ジョセブ ・フィールディング・ス ミスが教

会の大管長に．召されたことには大きな意義が
．含まれている

。彼⑱祖父にあたるハイラム ・

ス ミスに関して，主は予言者 ジョセブ・スミ

スに次のような啓示を与えられた。

「またジわれ誠に汝 らに告 ぐ，……わが僕

ハイラム彼の父により，祝福により．また当然

の権利により任命せ られし祝福師たる神権者

の職に就かん……。か くして，今後彼はわが

民 ことごとくの頭上に授 くる祝福師の祝福に

つける鍵を保ち，何人にても彼の祝福する者

は祝福せ られ，彼の咀 う者は咀われ，か くて

何にても彼のこの世に於て結ぶところは天に

於ても結ばれ，彼のこの世に於て解 くところ

は天に於ても解かるる賦 り。」（教義と聖約

１２４：９１帽９３，

ひイラムには，．この職に加えて彼の後１こ続

く教会のどの祝福師にも与えられなかった今

一つの祝福が与えられた。

「されば今後われ彼を任命 して，わが僕ジ

ョセブと同様にわが教会の予言者，聖見者，

啓示を受くる者となす。 こは彼がまたわが僕

ジョセブと一致 して働 くためにして，か くて

わが僕 ジョセブの助言を受け，またジョセブ

は彼に諸々の鍵を示さん６ごφ鍵 に．よりで彼

は願わばすな．わち受けて，．嘗てわが僕なりし

オ・リ．ヴァ・カウ ドリに与えられたると同じ祝

福と栄と誉と神権と神権の賜とをその頭に受
「けん
。 こはわが僕ハイラムのわがこれより彼

に示すところを証するためにして１か くして

その名は子孫代々永遠に覚えられて誉となら

ん。」．（教義．と聖約１２４：９４～９６）

彼の息子ジョセブ ・Ｆ 。ス ミスは，１９０１年

から１９１８年まで教会の第 ６代大管長として務

めている。そしてジョセブ ・Ｆ ・ス ミス大管

長は，子供の頃 ミズー リやイリノイで苦 しい

時期を送 った。父ハイラム・ス ミスが叔父の

予言者 ジョセブ・．ス ミスと共に力一セージで

暴徒たちに殺された時，彼はわずか９才の少

年ながら，手車を引いて ミズー リ川から平原

を横切 り，１８４８年 ソル トレー ク盆地にたど．り

ついた。１８５２年母を亡 くした彼は，２年後若

午１５才にしてハワイ諸島への伝道に旅立っで

いる。

これが，ジョセブ ・フィールディング ・ス

ミス大管長を生み出したハイラム ・スミスの

家系である。私は，．天む今 日のことを喜んで

おられると確信 している。そして彼の先祖た

ちが，この高齢にもかかわらず主か ら大いな

る責任を賜わった子孫の側にきっと来ている

ことだろうと思 う。彼 らが この場に同席 して

いたとしても，私には少しも不思議に思えな

．いのである
。

私は以上述べたような啓示を引用して，ハ

イラム ・スミスに続 く人々が，自分達にも脈

々と流れているこの神権時代の予言者の高貴

な血統を守るよう，心をつ くして努力するよ

うに申しあげてきた。

きょうの出来事を通して，私は今までの人

生をふりかえり非常に厳粛な思いにかられて

いる。新しい大管長会が選ばれ聖任 された神

殿の上の部屋で聖なる使徒職を持つ１３人の同

僚と共にした霊的な経験以来，ここ２カ月ほ

どの間に私は今までの生涯をふりかえり．，未

来の こどを老えてきた。．．

その間，私はずっと自分の限界を思い知ら

され，そしてかつてないほどに，天父なる全

能の神により頼んでいる自分を知ったのであ

る。それは力と知恵，ま津物事を見通す霊的

な目を自分の限界以上に今必要 と．しているか

らである。大管長を初めとして十二使徒定員

会から選ばれ，今しがた多くの神権者たちと．

タバナ〃ルに集まった教会員たち，あるいは

見えなし）所でこの聖会に参加している信仰深

い人々すべてから支持されたこの職も，神の

助けがあって初めて私にできるのである。

私は今，この神権時代の歴代の偉大な指導

者を思い起 こして，自分がふさわしくない者

であるという感に身がふるえる思いをしてい

る。 このことを老えた時に，長いこと考え祈

った結果 私のような者ば過去の偉人に取っ

て変わることはできないとはっきり知 ったの

である。これ らの責任に召された私たちは，

時の経過によってもたらされた空席を埋める

にすぎないのである。過去の偉大な指導者た

ちは今もなお永遠㊥世にあってその地位にあ

り，その偉大な恩恵壷受けた多 くの人々の心

に生きているに違いない。

現在私たちがよく知っている旧約聖書の予

言者たちが書いた聖典を含む真ちゅう版を取

り返すようにと，父 リーハイからむずかしい

責任を与えられた時の古代の予言者ニーファ

イの心境が私にはほんとうによ くわかるので

ある。

ニーファイはこの時の経験を次のように記

している。

「私ニーファイはただ二人都の中へ忍びこド

んで レーバンの家の方へ進んで行 った。私は

何をせねばならぬのか，前以ってそれを知ら

ずにただひとすじに ｒみたま』に導かれて行

った。」（１ニーファイ４ ：５～ ６）

よ くわかるだけではな く，現在非常に痛感

している次第である。 鋤

私のしなければならないことは，曹ニーフ．

アイがそうであったように，多くの こと を

「前以らてそれらを知 らずにただひとす じに

「みたま』に導かれて」行なうことであると

思う。私は忠実な聖徒である皆様方に身も心

も霊も尽 し，．全身全霊で務めたいと思ってい

る。しかし，自分の全時間を費 してあなた方

のために務めたとしても，それはベンジャミ 「

ン王が言 ったように， 「これを自慢したいと

思 っ’て言 ったのではない。私が務めたのはた

』蓬 。二
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だ神のために務めただけである。』 と いうこ

とを心にとどめていたい。（モ高サヤ２二１６）

私 も神の聖徒たちである兄弟姉妹に仕える

時に， 「ただ私たちの神のために務め」るよ

う一心に祈 りたい。

かつてそうであったように，現在も聖霊が

私の心に証して くれるままに皆様の前に私の

証を述べたいと思う。世の救い主，造り主で

ある主の噴いにより，すべての人類が救われ

るという真の救いの計画は，この末日におけ

る真のイエス ・キリス トの教会に託されてい

ると。主イエス ・キ リス トは生きたまい，き

ようここにおいて大管良であり予言者，聖見

者にして啓示を受 くる者として支持を受けた

人を通して，聖なる御座から地上における神

の王国を治めたもうことを証する も ので あ

る。

昏

Ｐ、

”
、ｉ ．従順の恵み

第二副管長

Ｎ． エ ル ド ン ・タ ナ ー

ト

＿ の麗 しい安息 臼の朝，ここに集った皆
」■様 と

，放送を通 して今聞いている方々

に大管長会と教会幹部を代表 して御挨拶でき

ることは，私にとって特権であり大きな喜び

とするところである。、

先週，私たちは主なる救い主の復活を祝 っ

た。それは，主を受け入れて戒めを守ろうと

する人々にとって，希望と約束をもたらすも

のである。主は言われた。

「わたしがきたのは，羊に命を得させ，豊

かに得させるためである。」（ヨハネ１０：１０）

「わた しはよみがえりであり，命である。

わたしを信 じる者は，たとい死ん で も生 き

る。．また，生きていて，わたしを信じる者は

いつまでも死なない。」（ヨハネ１１：２５～２６）

そして主はさらに，次のような確かな御言

葉を与えられている。

「これわが業にしてわが栄光，すなわち人

に不死不滅 と永遠の生命とをもた らすなり。」

（モーセ１ ：３９）

主は私たちのために命を捧げられ，また主

の戒めを守る者に約束された祝福にあずかれ

るよう，一つの御計画を与えて下さった。

この末日において，主は次のように説明し

ておられる。

「そもそも創世の以前より天に於て定めら

れたる一つの変らざる律法ありて，あらゆる

祝福はこれに基 くなり。すなわち，われら何

にても神より祝福を受 くる時は，この祝福の

基 く律法に従 うによりて然るなり。」（教義と

２６０

聖約１３０：２０～２１）

現在の社会情勢は私たちにとって最大の関

心事であり，すべての人々は個人の生活や地

域社会，あるいは世界中の国々に影響を与え

ている多くの問題に対ずる解答を求 め て い

る。

今 日の世の中が次第に放縦で反抗的な情勢

になってきたことを認めながらも，．私たちは

それを日常の会話やマスコミで取 り上げて，

充分に話し合うことにあきあきしている。 し

かし，私たちはもっと積極的な態度をもって

福音を実践し教えることに努力を傾けなけれ

ばなら尽い。こうすることにより悪の原因が

取り除かれ，世の中が改められていくのであ

る。世に反抗している人々も含めてすべて自

分に正直な人々は，究極の目的が幸せであり

よりよい人生であることを認めなければなら

ない。

これを心に留めて，私は 「従順の恵み」と

いうテーマで話を進めて行きたいと思う。話

をする上で，主のみたまがここにあり，私た

ちを導いて くれるよう祈りたい。では，サウ

ルに言った音ムエルの言葉を思い出してみよ

う。 「従 うことは犠牲にまさり，聞 くことは

雄羊の脂肪たまさる。」（サムエル上１５：２２）

また次のことも思い出していただきたい。

「キ リス．トの瞭罪により，すべての人類は，

福音のおきてと儀式とを守ることによりて救

われ得る」 （信仰箇条第 ３条）
～

つい先日のこと，私は １人の若 者 と話 し

た。妓は，「「．ああしろ，こうしろ』と言われ

ることにあきあきしてるんです。自分のした

いことは自分で決められる自由が欲 しいです．

ね」と．言っていた。

それに対 して私はこう答えたのだった。

「人の権利や自由を制限 した り強制しない限

り，あなたは何をしようと自由ですよ。でも

あなたは自分の行為に対 して責任があり，そ

の結果を受け入れる心構えをしなければな り

ませんね。」

私は，主が人に与えたもうた最大の賜は次

の ３つに分けられることを説明 した。第 １に

不死不滅と永遠の生命を受ける権利，第 ２に

それを得るための計画，そして第 ３に自分の

行動を決める自由意志。主は私たちに，．この

世にあって最大の喜びと幸福をもた らす計画

を与えられ，これにより私たちは永遠の生命

を得る備えをするのである。 この永運の生命

を得 るためになすべきことは，律法に従い，

主の戒めを守ることである。

私はその青年に，あらゆる情況においてす

べてにあてはまり，決 して変わることのない

物理的あるいは自然の法則について考えてみ

ようと提案した。わざとにしても偶然にして

も，もし人が熱いス トーブあるいは高圧線に

触れたとしたら，皮膚は焼けただれてしまう。

また人を救うためであっても，猛スピー ドで

走 っている車の前に飛び出したとしたらけが

をするか恐 らく死ぬだろう。だれであっても，

またどんな意図があろうとも私たちがこのよ

ｄ



し

ド
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うな法則の支配を受けている例は数限りなく

ある。私たちには自然の法則を変えることは

できないので昂る。

自然の法則を理解 して尊重する時，私たち

はそれを良いことに使うことができる。もし

無視すれば災を被り，従えば祝福を受けるの

である。太陽は毎朝ある一定の時問に昇 り，

．実体はまだ知 られていないながらも電気は同

じ条件のもとに同じ反応を示す。そしてまた

１年のある日に日食は起 こ．る。自然の法則は

決して変わることがないからである。 これら

自然の法則の恩恵が私たちに知らされている

ことはすばらしいことだと母う。

いろいろな分野における技術者，医者，科

学者が，．自然の法則を無視しているところを

想像していただきたい。人は，何かをする上

で影響のある自然の法則をないがしろにする

ことはできぢいし，そうしたとしたら成功は、

無である。、事実そこか ら生 じるものは悲惨な

結果である。

すべて神の律法，自然の法則，国の律法は

人のため，すなわち慰めや喜び，安全，福祉

のたあに造 られている。そして この律法や法

則を学んで，それに従いあるいは戒めを守る

ことによって恵みを受けるかどうか決めるの

は個人の問題であるご私が今日お話 しする目

的は，律法や法則が私たちのためにあり，幸

福を得るためには私たちの行動に伴 う律法や

規則に従わなければないことを示すことにあ

る。すなわち，これらの律法や法則は，私た

ちの行動によって喜びや幸福にもなるし，悲

しみや害ともなるのである。

月に着陸したあのアポロ１１号の飛行を成功

させるたあにはチ詳細にわたってあらゆる自

然の法則に従う必要があった。この準備にあ

たった人はヂ肉体的，科学的，その他飛行に

関係あるすべての法則を理解して，応用しな

ければならなかった。これらの法則を制限や

障害と考えるのではな く，むしろプログラム

を遂行する手段として考えたのである。そし

て彼 らは，成功のもととなる法則をすべて学

び，従 うことによって使命を果たそうとした。

これは人生に．おいても真理である。音楽家

や琴ポー ツマンになるごと，あるいは学位を

取 ったり価値あるごとを達成するには，まず

私たちは目標を定め，したいことやなしとげ

たいことを決めなければならない。次に成功

につながる法則をみきわめ，達成するために

自身を律することである。このようにするな

ら，私たちは成功への道を進んでいることに

なる。一方絶えず律法や法則に逆 らい，要求

されることに不平をいう人は，．欲求不満を起

こして反抗的になり，ついには目的を達成で

きないのである。

律法や法則を破 らないとして も．適用する

時に尊重 していなければ．自分を破滅に導いて

いることになると言われている。すべ℃にお

いて律法や法則は適用きれ，私たちの行動に

よって結果が決まる。私たちには自分を律す

る準備をしなかったり，さらに高い望みを達

成するのに必要なことをしない時 が よ くあ

る。

すべての人が，律法や法則を人に益するも

のと老え敬い従 うならば，それは健康や幸福

福祉を得 るうえで大きな役割を果たすものと

なる。律法や規則のない町，社会国家を想像

していただきたい。私たちが律法に従がわな

かったり侮ると，それにつれて私たちの自由

は失われ，同時．に人の自由をも奪って，世は

無秩序と化すのである。もし現行の律法が悪

いものであるなら，人々は政府団体を通した

正しい合法的な手段を取らなければならない

が，律法として存在する間は従わなければな

らない。

人生において，私たちは自分の希望する生

活あるいは環境を決定しなければならない。

世の中には，現在もなおジャングルに住む人

食い人種が存在 し，そこでは動物的な本能が

人間の規則として横行し，ジャングルの律法

が適用されている。私たちがそのような人生

を望むのであれば，それも可能である。 しか

しながら，私たちが存在する目的の ユつは，

これらの動物的本能を超越して，社会的に高

度な水準の人間に到達することである。

これを達成するために，父であり創造主で

ある神と御子イエス ・キ リス トは，私たちの

幸福 と成功を望んで，律法を与えられた５人

生においてこれを適用するならば，社会ある

いは人間関係は改善されるのである。すべて

の人が律法に従うならば，今 日世にはびとっ

ているような不安な状態はなくなり，青年た

ちも主義とはかけはなれた現在の社会に対 し

て抗議する必要も理由もないわけである。

ここで，モーセの時代同様今日にもあては

．まり
，後にキ リス トによって教えられた十戒

について少し考えてみたい。すべての人々が

「あなたは盗んではな らない。殺したり，隣

人のものをむさぼってはな らない。また姦淫

したり，隣人について偽証してはならない」

という戒めに従うなら，自分のものではない

家や財産に執着を持つこともな く，だれかに

盗まれるとか，だれかに殺されそうだという

不安もなく，いついかなる時も，どんな所に

も安心 してい られるのである。

欲や陰口，姦淫などのない世の中に住む喜

びを心に描いていただきたい。そこではだれ

もが律法に従った生活をしている。平和で幸

福な生活に加えて，互いに力づけ，助け合 う

ことができる。お金についても，．律法を実施

した り犯罪をな くしたりするためにだけ貯め

ればよい。すべてそれ らは貧困を救い，保健

衛生や教育施設を改善 した り，その他有益な

目的のために使 うこともできるのである。 こ

れらの戒めを守ることにより，私たちがζの

世で受ける恵みには限りがないのである。

人生において非常に重要ないま一つの戒め

は知恵の言葉と呼ばれている主の健康の律法

である。そしてこの律法は，すべての家庭にお

いて模範と教訓をもって教えられるべきもの

である。知恵の言葉は，タバコやアルコール

飲料，その他身体に害になるものをとらない

ようにと戒めている。 この中には幻覚剤の使

用も含まれていると思 う。

この律法は ｉｏＯ年も前に主から与えられた

も．のではあるが，科学者や経験により，以上述

べたものが身体にとって害になるばかりでな

く，社会をも脅すものであると証明されるま

で一般には無視されていた。今でも多 くの人

々はこの律法を無視し，危機を招 く準備をし

ているのである。これらを使用した結果は，

家庭の崩壊や病気ζなって表われ，肉体ばか ・

りでな く精神をもだめにし，のたれ死という

ような悲惨な出来事が数限りな く生じる。こ

れらはすべて，立法行政関係者を初めとして

社会全体が深刻に憂えている問題である。

先日．の夜新聞を読んでいて，車による事故

で命を失なう率が１９６９年の倍であるという謬

事を読んだ。そのう．ちの２６％は酔払い運転が

原因であった。

「肥満ノイローゼ」にかかるよりも，タバ

コをすった方がいいと言っていた有名なテレ

ビ俳優が，肺ガンのために４５才で死んだ。彼

はガンだと知 った時に初めてタバ コ をや め

た。

あるホテルではタバコの不始末が原因で１４

名の命が失われた。また同じ原因で建物が燃

え， １万 ドル相当の損害を被った話 もある。

２６１
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現在マ リファナの害は深刻化し，若者たち

は幻覚剤によって正常な意識を失っている。

今日の社会で多くの悲劇の原因となってい

るこれら有害な物質を制限したり，あるいは

根絶するのは，私たち自身，若人そして国家

の未来にかかっていると思われる。

．一主が
，次のような戒めを守る者に与えられ

た，偉大な栄光あふれる約束に耳を傾けてみ．

よう。

「およそこれらの言葉を憶えて守り且つ行
烈

い，この誠命に従らて歩むすべての聖徒らは
い ヘ ノ

そのへそに健康を受けその骨に髄を受けん。

また智恵と知識の大いなる宝まこ．とに秘れた

る宝を見出さん。而して走れども疲れず，．歩

けども気を失 うことなからん。主なるわれ彼

らに一つの約束を与う。すなわち，さつりく

の天使はイスラエルの小児たちが如 く，彼 ら

を過ぎ越 して屠ることなかるべし。」（教義ζ

聖約８９：１８～２１）

これ以上の祝福があるだろうか。

もう一つ非常に大切な戒めを引用させていた

だきたい。

．「安息 日を覚えて，これを聖とせよ。六日

のあいだ働いてあなたのすべての わ ざを せ

よ。七日目はあなたの神，主の安息であるか

ら，なんのわざをもしてはな らない。」（出エ

ジプ ト２０：．８～１０）

さらに主は言われた。

「汝なおさら充分に世の汚れに染まざる様

祈 りの家に行きてわが聖日．に汝の聖式を捧 ぐ

べ し。」（教義と聖約５９：９）

反対意見は多 くあるかもしれないが，これ

は神の律法であり，宗教的であるが故に道徳

的な律法である。すべての律法がそうである

ように，もし従えば他では受けられない祝福

をもたらし，従わない時には心がとがめられ

る。

安息日．を聖とすることにより，礼拝と勉強

を通して福音の教えを学び理解することがで

きる。また永遠の運命において大切な御方で

ある神を知ることもできるのである。

主はこう言っておられる。

Ｆ永遠の命とは，唯丁の，まことの神でい

ますあなたと，また，あなたがつかわされた

イエス ・キリス トとを知ることであります。」

（ヨハネ１７：３）

確かに７日に１度は造り主に思いをはせ，

霊的なものを養い，神への従順を学ぶてとが

できるし，そうしなければな らないと思う。

２６２ ．

また子供たちに敬慶な思いと従順 と壷教える

必要もある。人生で学ぶ最大の教訓は， 「人

はパンだけで生きるものではなく，神の口か

ら出る一つ一つ②言で生きるものである」と

いうことである。 （マタイ４：４）

ある人が賢明にもこう言 っている。 「神の

律法を，人の思うままにできる単なる便利な

力とみなしている者に災あれ。己れの當と装

備の力，そして地位め安泰を過信する個人や

階級，国家に災あれ。」 神の律法を 無視 して

は，どんな文明も続かず，どんな国家や国連

も存続 しえないのである。主の戒めはこうで

ある。「まず神の国と神の義とを求めなさい。

そうすれば，これらのものは，すべて添えて

与えられるであろう。」（マタイ６＝３３）これ

は，私たちのためになるすべてのことを意味

している。

物質的な欲望や楽 しみを満たそうと望んで

いる限り，私たちは安息日を聖とすることも

祝福を享受することもできない。実にこう言

われているのである。 「物質的なものには沈

んだ霊を奮起させる力はない。この世の富で

はうちひしがれた心をいやすこともな く，全

世界の知恵を集めても気ままな心を善に向か

わせることはできない。」

祈りの家に行って安息日を聖とすることは

非常に大切ではあるが，霊的なことを教える

場は教会だけにまかされているのではない。

両親には，家庭で神の律法を教えるという第

一にして非常に重要な責任がある。主もこう

言 っておられる。

「また，シオンまたは組織せ られたるシオ

ンのステーキ部内にて子供を有する両親あら

ば，その子供八才の時，悔改め，生ける神の

子キ リス トの信仰，バプテスマと按手による

聖霊の賜などの教義を教えて理解せ しめざれ

ば，罪その両親の頭に留るべ し。」

「また両親はその子供たちに祈ることと，

主の前に正しく歩むこととを教えざるべから

ず。」（教義と聖約６８：２５，．２８）

これは，主を愛．し，．敬い，従うという戒め

を守ることである。

子供たちに，戒めを守り神の前に正 しく歩

むように教えるのであれば，両親である私た

ちはその生ぎた模範にならなけれ ば い け な

い。どんな律法も破ればとがめは免れず，そ

んな状態では子供たちに，自分たち両親ある

いは律法を敬い従うように期待することも無

理である。また，子供たちの心になぜ戒めを

．幽 メ 鯉．
〆 『
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守らなければならなしやかという大切な疑問を

起 こさせないで，主の教えや戒あを問題とす

ることもできないのである。私たちは偽善者

であってはならない。ある事に対 して信念を

述べておき．ながら，自分は違 った生き方をし

たり，子供に次のような戒めを守 って欲 しい

と思 うのは虫が良すぎると言えよう。 ．「あな

たの父と母を敬え。 これは，あなたの神，主

が賜わる地で，あなたが長 く生きるためであ

る。」（出エジプ ト２０．；ユ２）

従順を教えられ，律法を敬い従い，また神

への信仰を持ち戒めを守るように教えられて

いる子供は，成長するに従 って自分の両親を

敬い，．両親の誇 りとなるのである。そして問

題に出合って も賢明に解決 し，人生の大いな

る成功と喜びを見い出して，世の憂いの原因

となっている多くの問題を解決する上で大き

な働きをなすことであろう。子供たちが，従、

順を通して未来の指導者 としての備えをして

いるか ど うか心を配るのは両親の責任であ

る。そこ．から生まれる子供の責任感は，世に

平安と正義をもたらすのであろう。

主の御心は次の言葉に要約されていると思

う。

「『心をつ くし，精神をつくし，思いをつく

して，主なるあなたの神を愛せよ』。 これが

いちばん大切な，第一のいましめである。第

二もこれと同様である，．ｒ自分を愛するよう

にあなたの隣り人を愛せよ』。 これらの二つ

のいましめに，律法全体と予言者とが，かか

っている。」（マタイ２２ｉ３７～４０）

確かに，主を愛するな らば私たちは主の戒

めを守 り，同胞を愛するならば，この地上は

理想的な状態となることができよう。

主はさらにこう約束されている。

「正 しき業を行 う者はよき報いを得，すな

わちこの世に在 りて は平和を得，次の世に在

りては永遠の生命を得ん。」（教義 と聖約５９：

２３） ． ． ・

きょう私は皆様に，神を父として，また御

子イエス ・キ リス トを世の救い主 として受け

入れ，その戒めを守るならば，私たちはこの

世だけでなく次の世においても大いなる喜び

を得ることを証するものである。 この こζが

すべての人にとって祝福となるよう，イエス

・、キ リス トの御名によって謙遜に祈 り奉る。

アーメン
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予言者に

ようの大会の模様を目にして，深い感

き
銘を覚えると同時に，何か恐ろしいよ

うな気が している。ここで私は，十二使徒定

員会の一員 となられたボイ ド・Ｋ ・パ ッカー

長老に，心より歓迎の意を表 したいと思う。

彼が この大いなる召しを受ける前，すなわち

十二使徒補助の時より，私たちは彼の成長を

目のあたりにしてきた。‘ここにおいて，彼は

真の兄弟愛の極みを見出すであろうと私は確

信 している。
グ

また，長年の間私たちの力であった ジョセ

ブ ・アンダーソン長老，そして絶えず献身的

に力強い働きをなさっておられるデ ビド・Ｂ・

ハイ ト長老，ウィリアム ・Ｈ ・ベネット長老

を教会幹部 として歓迎 したく思 う。

今年は世にあって注目に値する年である。

時は １月，歴史はその大切な時にさしかかっ

た。新しいページが開かれ，新 しい時代を迎

えるのである。

１９７０年 １月１８日，日曜日朝，一人の偉人の

胸の鼓動が止み，年老いた体は深い眠りに入

った。さながら地震が地を揺がすように，こ

の知らせはあまね く全地に行 きわたり，無数

の人々は現世の生涯を終えたこの神よりの偉

人に讃辞壷呈すると同時に，一抹の悲しみを

味わったのである。

何日もの問，今は亡き指導者の顔を今一た

び見ようと，雨の日でさえも彼を慕 う人々の

列が続いた。

タバナクルには彼を愛する人々が集まり，

彼を称える言葉が聞かれた。

予言者デビ ド・０ ・マッケイのこの世の体

は，厳かな雰囲気のもとに安置されている。

私たちは悲しみにうちひしがれ，心を痛め

ようとも，この霊感あふれた予言者がジョセ

ブやブリガム，ウィルフォー ドの名予言者た

ちの群れに入ったという喜ばしい 気 持 が あ

必要 な こと

十二使徒評議員会会長代理

スペ ンサー Ｗ ． キ ンボー ル

る。

うつろな心の私たちには，彼がいなくても

やっていけるとは思えなかった。しかし，一

つの星が地平線のかなたに沈む時，新 しい星

が表われる。死は生命を生むのである。

主の御業はやむことがない。たとえ力強い

指導者が死んでも，王国に永続性をもたせら

れた神の恵みにより，教会はその指導力を一

瞬も失うことはないのである。

この時満ちたる神権時代になってからすで

に８度も経験してきたように，人々は敬皮な

気持で墓を閉 じ，涙をふいて未来に目を向け

た。

教会の大管長が死ぬと，充分に経験と訓練

を積んだ人々が一つのグループになって教会

を指導する。以前からそのよう・に任命されて

おり，この人々に権能が与えられて鍵が委譲

されてきた。 ５日の間，王国はすでに権能を

もつ この十二使徒評議員会のもとに進め られ

た。地位を争 うことも，そのための選挙運動

や演説もない，まさしく神の御計画である。

主は賢明にも人の心をよく御存知で，人間の

弱 さを超越 した完全な組織を造 られた。

（１９７０年 １月２３日）記念すべきその日が訪

れて，１４人の人々は敬度な面持で神殿に向か

った。末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会を管理

する十二使徒定員会の会員たちであり，その

中にはこの厳粛な経験をすでに何度かしてい

る人たちもいた。

午前 もだいぶまわった頃，彼 らが聖なる宮

居から出て来た時，世にあって最も大切なこ

とが起 こった。短期間ながら大管長のいない

時は終 りを告げ，王国は十二使徒定員会から

新 しい大管長の手に委ねられたのである。地

上における主の代理人である新 しい指導者は

この崇高な召しに向かって６０年もの間地道な

働 きをなして来た人であった。今や教会は彼

の管理のもとにある。

しかし，彼が高い職を受けたのはその名前

ゆえではなく，幼ない時に当時の予言者を通

して，使徒すなわち十二使徒定員会の会員に

なるよう主から召されていたのである。 さら

に，時が来て十二使徒の頭 としてまた大管長

になるべく大切な鍵がとっておかれたのであ

る。

神殿で行なわれた意義深い会議において，

十二使徒たちにより教会の大管長に 「聖任さ

れ任命」されると，彼は ２人のすばらしい副

管長を選んだ。教師や事業家，公務員，特に

教会の指導者 として豊富な経歴をもつハロル

ド・Ｂ・リー長老 と，Ｎ ・エル ドン・タナー

長老がその人である。

３人の大管長会と新 しく構成された十二使

徒評議員会は，質素にしかも謙遜に第 １歩を

踏み出した。そして時代は，大いなる進歩と

比類ない発展を約束 された新 しい時期に入っ

たのである。

新しい世の中に回復 された計画を紹介 した

のは一人の若い少年であった。 ジョセブ・ス

ミス （１８０５年１２月２３日一１８４４年７月２７日）が

わずか２４歳の時に，教会は組織された。

彼が３８歳で殉教した時，当時４６歳の第 ２代

大管長ブリガム・ヤング、（１８０１年 ６月 １日一

１８７７年 ８月２９日）は十二使徒会会長および教

会の大管長 （１８４７年１２月２７日）となり，その

後３０年間 （７６歳まで）教会を管理 した。代々

の大管長は，それぞれ６２歳から８４歳の間に大

管長になり，７９歳か ら９６歳でこの世を去って

いる。

ジョン・テイラー （１８０８年１１月 １日一１８８７

年 ７月２５日）は７１歳で，大管長になり （１８８０

年１０月１０日）７８歳で亡 くなった。彼の死によ

り，ウィルフォー ド・ウッドラフ （１８０７年 ３

月 １日一１８９８年 ９月 ２日）が十二使徒会会長

（１８８７年 ７月２５日）となり， ２年後 （１８８９年

４月 ７日）８２歳で大管長に指示され，９１歳源

亡 くな って い る。 そ の 後 ロ レ ンゾ ・ス ノー

（１８１４年 ４月 ３日一 １９０１年 １０月 １０日） が 十 二

使 徒 会 会長 に な り ，大 管 長 にな った の は （１８

９８年 ９月 １３日） ８４歳 の時 で あ った 。 ロ レ ンゾ

・ス ノー の務 めた 大 管 長 会 の期 間 は短 か く，

わず か ３年 で あ っ た。 （１９０１年 １０月 １０日まで ）

ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス大 管 長 （１８３８年 １１月

１３日一 １９１８年 １１月 １９日） は ７日の 間 （１９０１年

１０月 １０日か ら） 十 二 使 徒 会 会長 を務 め ，１９０１

年 １０月 １７日６２歳 で 大 管長 とな り，８０歳 で 生 涯

２６３



を閉じた。

ヒーバー ・．Ｊ・グラン ト大管長 （１８５６年１１

月２２日一１９４５年 ５月１４口）が十二使徒会会長

を務めたのは ユ．週間そこそ．こで （ユ９１８年１１月

２３日），６２歳で大管長になり，８８歳で この世

を去 っている。 ． ，

ジョージ５アルバー ト・スミス大管長 （１８

７０年 ４月 ４日一１９５１年 ４月 ４日）は ７日間十

二使徒会会長の職にあり，７５歳で大管長 （１９

夢年 ５月２１日）となってから，亡 くなる８１歳

まで務めた。先週の土曜日は， 彼の生誕 １００

年にあたった。

第 ９代大管長デビ ド・Ｏ ・マッケイ （１８７３

年 ９月 ８日一ユ９７０年 １月１８日）は，十二使徒

会会長を ５日間務め，７７歳の時 （．９５ユ年４月

９日）に大管長に支持されて，９６歳で生涯を

閉じた。

１８７６年 ７月１９日生まれのジョセブ・フィー

ルディング・ス ミス大管長は，１９７０年 １月１８

日十二使徒会会長 となり，１９７０年 １月２３日９３

歳で大管長 となった。

ジョン・テイラーか らデビ ド・０ ・マッケ

イに到る歴代の大管長は，大体６２歳か らβ４歳

の間で大管長となり，７９歳から９６歳で生涯を

終えている。

これらの ８人の大管長たちが，平均年齢７３

歳でその職を受け，８５歳の死で職をはなれて

いることは興味深いところである。彼 らは平

均して約１２年間大管長の職を務め，その結果

大管長の平均寿命は約７９歳になっている。

．．私たちは，大管長というと老齢の人を思い

浮かべる。そして，若者は元気よく活発に働

き，一方年長者は経験の長さと神 との交わり

の深 さゆえに，安定 と力強 さと深い知識があ

ると期待するものである。

マッケイ大管長の晩年には，好奇心に富ん

だ人々，その関係者，あるいはあまり事情を

よく知 らない人々の間でいろいろな思わ くが

取 りざたされ，レばらくの間話の種になって

いた。

会員たちには，デ ビド・０ ・マッケイ以外

の大管長を知る由もない。こうして，いろい

ろな思わくは当然混乱を招 くものとなるので

ある。

人々は年齢を問題にした。古代の族長たち

は皆かなりの年齢で，アダムも何代もの子孫

を治めたほどである。アブラハム，イサク，

ヨセブ，そしてモーセは，それぞれ 工７５歳，

１８０歳，１１０歳，１２０歳で死ぬまで人々を治め

た。彼 らはかなりの高齢に達 しても，長年の 一

２６４．

、智調 ザ

経験により深い知恵 と安定感を持っていた。

人々は先例を話 し合った。先例通 りであれ

ば，初めか ら明 らかにされている方法によっ．

て決まるわけである。ブリガム ・ヤングは十

：二使徒会会長として，すべての鍵と権能を持

っていた。今日においても，スミス大管長は

十二使徒会会長であった。これが主の方法で

あり，指導者は神聖な主の御手に委ねられて

いるのである。

最初に大管長の交替が起 こった時，教会は

回復されてわずか１３年 しかたって い な か っ

た。何世紀もの間，予言者はおろか 「示現」

さえも閉ざされていた時代があった。教会，

啓示，予言者という最も価値ある祝福の基い

と思われていた一人の人間の生命が，銃弾に

よりカーセージにおいて断たれた時，人々の

胸は多くの疑問で渦巻いていたことだろう。

使徒たちは伝道から戻ると今はなき予言者の

遣体を埋め，将来のことを考え始めた。そし

て，すべての鍵を握る十二使徒会会長がモー

セの如 く立ち上って人々を導いた時，すべて

の疑いは煙のように消えたのである。

１８１４年 ９月 ２日号のタイムズ・アンド・シ

ーズンズ紙の社説には，この大管長の後継者

について次のように書かれている。

「いたるところで， 『ジョセブ・スミスの

後継者はだれか」を論 じ合う騒 ぎがあった。

それに対 して我々は，その時が来るまで少

しの間待つように，そ．してその時にはすべて

を告げようと答えるのである。 ｒ大きな車輪

はゆっくりと回る』今や我々は こ．う言 え る

のである。先月の ８日ノーヴーにおいて教会

の特別大会が開かれ，そこでは何らめ反対も

な く， ｒ十二使徒』が教会をす球て管理する・

旨決まり，‘また大管長会の交替が必要な時に

は適切な配慮が払われると。．そして国外にい

る長老たちは，自分たちの知らないことには

一切沈黙を守り万 すべての人々に知恵ある模

範をたれるのである。」（タイムズ・アンド・

シーズンズ，第 ５巻， １８４４年９月 ２日英 文

Ｐ．６３２）

この波乱に富んだ １４０年間に，１０人の大管

長が教会を管理 し，７８人の使徒たちが十二使

徒定員会を構成 してきた。

私たちは身も心も引き締め，予言者 ジョセ

ブ ・フィールディング ・スミスの導きを受け

た多くの指導者に従い，強い意志をもって前

進するのである。

との予言者は，人格，威厳，年齢，地位の

すべての点から言って尊敬に価する人物であ

る。また最愛の夫人が今朝ほど 「手が清 く，

心のいさぎよい者，その魂がむなしい事に望

みをかけない者，偽つて誓わない者」．（詩篇

２４：４）と歌われたその人で．ある。．彼は造り

主の息子であり，神の清い子供である。その

高い召しを主から任ぜられだのである。６０年

もの聞王国の鍵を守り，今 日への道を築いて

きた。また一人の予言者 として教会より支持

されてきたのである』今や彼は，教会の頭で

あり大切な土台である主イエス ・キリス トよ

り，その鍵を全面的に託されている唯一の人

であり，予言者である。

主の予言者は 「万能選手」になるよう求め

られてはいない。青年のように，あるいは運

動家，資本家，農芸家である必要信ない。ま

た音楽家や詩入，芸人，銀行家，医者になる

ように求められてもいない。．ましてや大学の

学長，陸軍大将，科学者である必要 もないの

である。

フランス語や日本語， ドイッ語やスペイン

語を話す必要はないが，神よりの御言葉を理

解 し，天よりの御声を受けられる人でなけれ
、

．ばならない。

雄弁家である必要もない。なぜなら神御 自 ．

身が語 られるからである。主は弱き人を強き

に変えて，その御言葉を与えられ る ので あ

る。モーセの弱々しい声を力強 く変えられた

のも，若きエノクに人々を震え上 らせたのも

主である。なぜならエノクもモーセ同様，神
．と共に歩んだか らである

。

主は言われた。 「わが声にて言わるるも，

僕らの声にて言わるるもみな一つなり。」（教．

義と聖約 １：３８）

世の必要としている予言者とは，清く，信

仰深い人であり，汚れのない名前を持ち神に

ふさわしいふるまいをし，愛 される夫，誠実

な父親としての模範を示す人である。

また予言者は，祭司や牧師，長老以上の人

でなければならない。彼の声は，新 しいプロ

グラム，真理，解答を示す神の御声 となるの

である。彼は人々から完全無欠を要求される

のではなく，権能を持つ神からそう認められ

なければならないのである。多くの人が任命

されもせず，権能もないのに職を受け．たつも

りになっているが，彼はそうではない。．主と

同じように，彼は 「律法学者たちのようでは

なく，権威ある者のように」語 らなければな

らないのである。 （マ．タイ ７：２９）

制限を和らげようとする人々の声にも，勇

敢に立ち向かう必要がある。‘自分に与えられ ．



た神聖な務め，最高の栄えにふさわ しい聖

任，そして人を召して聖任し，永運の錠鱒合

う鍵を渡す権能を持っていることを確かに知

．っている人でなければならない。

古代の予言者たちが， 「天に於ても地に於

ても，福音を信ぜず教えにそむく者たちに対

する証詞を結び固むる権能与えられ，また，

誠に神の怒り限りなく悪しき人々の上に注が

るる日まで，……権能を与えられ」たように

彼にもその権能がなければならない。 （教義

と聖約 １：８－９）ま海， 「何にても地に於て

汝の結び固むるところは天に於ても結び固め

られ，何にても地に於て汝のわが名によりわ

が言によりて結ぶところは天に於て永遠に結

ぱるべし。また，何者の罪にても汝地に於て

赦すところの罪は天に於て永遠に赦 され，ま

た何者の罪にても汝地に於て留むるところの

罪は天に於て留められん，と主は言 う」と聖

句にあるように，すばらしい権能も与えられ

るのである。 （教義と聖約１３２：４６）

求められていることは，パ ロのそれではな

くモーセであり，ベルシャザル王ではなくエ

ライジャ，またポンティオ ・ピラトではなく

パウロと同じものである。学校やビルを建て

る建築家である必要はなく，今も永世にもわ

たる橋をかけて，造 り主 と人 との隔りを縮め

る役目をする。

予言者に従った時，世の中には進歩があっ

た。反対に無視した時には，その結果 として

世は荒れ，死や苦しみがあった。

毎日毎秒，無数の番組が放送されていなが

ら，私たちは日々の務めに追われて，．その放

送を聞くことが比較的まれになっている。 し

かし，放送局の方では強力な電波を出してい

て，私たちが波長を合わせさえすればどんな

番組をも聞くことができるのである。

何千年もの間，導きとその時々に合った警

告 という大切なおとずれが天よ．り絶えず送 ら

れており，この強力な放送局の放送にはある

不変の法則がある。歴史を通 じて，予言者た

ちは幾度も波長を合わせ，人々にその放送を

中継する役目をしてきた。天よりのおとずれ

は決 して止む ことがない。

このようなおとずれは，衆目の前において

ダニエ：ルにも与えられた。波長を ピタリと合

わせた彼はこう言っている。 「この幻を見た

者は，われダニエルのみであって，わたしと

共にいた人々は，この幻を見なかった。」（ダ

ニエル１０：７）

ダマスコに向かって一団の人々が旅をして

いた時にも，天よりのすば らしい出来事が起

こりなが ら，．波長を合わせてその示現を受け

たのは唯一人の人だった。他の同行者には声

だけしか聞こえなかったその出来事は，タル

ソのサウロになすべきごとを告げ，彼の人生

を変えるものであった。そしてこれは，多 く

の人の．人生を変える大事でありなが ら，波長

を合わせたのは彼一人だけであった。

一説によると，ロシヤの宇宙飛行士たちは

宇宙のはるかかなたを飛んだが，神も天使た

ちの姿も見なか ったと報告 しているそうであ

る。

信仰を持たず神を認めない宇宙飛行士たち

に対 して私たちの言えることは，彼 らがいか

勇
彦
兎

十二使徒評議員会補助

メ ル ビ シ Ｊ． ア シ ュ トン

に遠 くいかに高く飛べても，神と永遠のもの

からはほど遠いということである。霊的なこ

とは狭い心で理解されるものではないからで

ある。

アブラハムは，メソポタミヤの塔で，パレ

スチナの山で，あるいはエジプ トで神と会っ

た。モーセもまた，荒野の奥や紅海で，そし

て 「しばの中の炎のうちに」神を見ている。

（出エジプ ト３：２）ジョセブ・ス ミスはと

いえば，ひんやりとしたさわやカ～な森の中で

またクテラの丘で神に会っている。ペテロが

神を見たのは，ガ リラヤの海であり変貌の山

であった。

願わ くば主なる神がこの新 しく召された予

言者ジョセブ・フィールディング・ス ミスを

支持されんことを。彼は今や 「自分の父の仕

事」をなそうとし，主の 「命のパ ン」と 「生

ける水」とを続げて与えようとしている。そ

してまた 「イスラエルの明かりをともし」，

まさに神の代弁者となる人である。主がヨシ

ュアに語った如く，私たちの予言者にも語 り

かけられんことを祈る。

「きょうからわたしはすべてのイスラエル

の前にあなたを尊い者とするであろう。こう

してわたしがモーセと共にいたように，あな

たとともにおることを彼らに知らせるであろ

う。」（ヨシュア３：７）

主が，きょう賛成の挙手をした私たちと，

その機会に浴さなかうたしもべたちをも祝福

したもうように。また私たちは手を高くあげ

声をそろえて次のように言 ったイスラエルの

子供たちの如 くなりたいと願う。

「あなたがわれわれに命じられたことをみ

な行います。あなたがつかわされる所へは，

どこへでも行 きます。われやれはすべてのこ

とをモーセに聞き従ったように，あなたに聞

き従います。ただ，どうぞ，あなたの神，主

がモーセと共におられたように．，あなたと共

におられますように。」（ヨシュア１：１６一１７）

「イスラエルよ∫あなたの天幕に向か６」

忠実な心を持ってしっかりと立たれよ。

イエス・キ リス トの御名により，アーメン

日前，私たちは幾人かの若人 と話 した時，すばらしいことを経験した。その時にグループ討論ばかりでなく，個人的な話をも行なって過

数 こした。私たちは若人が質問に対する返答を望んでいるのを知った。若人は指導を受けたいのである。また，彼 らは一人前 として認めら
れたいのである。私たちは一人の若い女性が非常に率直に次のように言ったので感銘を受けた。 「なぜ毎日同じ気持ちではいられな い ので す

か。ある時には，私は世の中で最もす ぐれた者のような気がします。しかし，私は希望を失ない，．まったく取るに足りない者である．と感 じる時

もあります。」 覧

２６５



兄弟姉妹の皆さん。私たちは，．正義を守る勇気，祈る勇気，忍耐する勇気，幼子のような信仰をもつ勇気など，かつてない精神的勇気を必要 とす

る．時代に生きているのである。 ここで皆さんと共に，いつも勇気を持ち続ける必要があるこれらの大切な点について，簡単に考察したいと思 う。

忠実に正義を守り続けるという点について考えるに，注意の転換，惑わし，迷いに立ち向かう勇気また心がけてよい業に従事する勇気など大

切な点として挙げられる。ヨハネによる福音書 ８章３１，３２節をみると，絶えず勇気を持ち続ける人々に，恵みが約束されているのに気付くのであ

る。 「もしわたしの言葉のうちにとどまっておるなら，あなたがたは，ほんとうにわたしの弟子なのである。また真理を知るであろう。そして

真理は，あなたがたに自由を得 させるであろう。」義の道を歩み続けている若い会員あるいは年配教会員と交わることは何と喜ばしいことで あ

ろうかｄ近隣の若人たちと同様に，遠 くのステーキ部や伝道部に住み，神殿結婚の準備を進んで行なっている若人たちを見ることは感銘深いも

のである。また，伝道や兵役に進んで従事 している大勢の人々を見ると，励みを覚える。神の導きを謙遜に求めるならば，神は私たちを神の道

に留まらせて く．ださるのである。私たちの精力を神の道に向けるならば，本当の喜びと幸福の恵みを受けるであろう。神の道は正義の道で，正

義の道は幸福の道である。

私たちは言葉と行ないによって偉大な真理を伝えようとする勇気を必要としている。 「わたしは福音を恥としない。それは，……すべて信じ

る者に，救いを得させる神の力である。」．（ロマ １：１６） ジョセブ・ス ミスは確固とした信仰をもち神と交通できるという勇気をもって祈 った

ので，森の中での彼の祈 りは答えられたのである。今日，両親と若人はよく意志の疎通を図る手段があり，その手段が使われている。賢明な指

導者は家族のつながりを強くするよう励ましてきたので，．父親と母親は子供たちをしだいによく知るようにな っている。必要な場合に，私たち

は若人にチャレンジして，必らず家庭の夕べを計画 し，開 くよう指導するように求めた。それによって若人は，家族の人々との意志の疎通のみ

でな く，天父と交通する方法をも学ぶことができるのである。多 くの若人が過去にこれを行なってきたので，今日では両親はそれによって彼ら

を愛するようになった』適切に開かれる家庭の夕べにより，家族の人々のみでなく，神のみたまとも交通することができるのである。

教会の統一社会奉仕計画に関する働きの申で，両親と若人がよく知り合い，また再び一緒に安全な道を歩むようになること以上に満足を与え

るものはない。先日私は，あるユ７歳の少女が次のように語るのを聞いてどんなに心あたたまる思いがしたことで毒ろうか。 「お父さんと私はも

ういつでも話し合うことができます。家庭の夕べのお蔭で私たちは同じ気持ちに戻り，今は非常にうま くいっています」。

子供にとって最もすばらしい恵みの一つは父母が愛 し合 う家庭で受けられる恵みである。夫と妻の愛は暖か く．，誠実なものでなければならな

いのである。明らかで，誠実な愛は，子供たちに非常に貴重な環境を提供する。子供たちはそこから愛について学ぶのである。ほかの人々と熱

心に意志の疎通を図ることにより，、一体感を深め，また人々は，それにより私たちが関心をもっていることを知るであろう。

愛とあわれみは時代おくれでも，流行おくれでもない。それらは理解と幸福とを築 く徳である。両親および教会の指導者との密接なつながり

を感 じずに神の戒めを守るのは，若人にとって困難である。子供や仲間の長所を捜そうではないか。破壊するのではな く築きあげるのが主の御

心である。私たちの責任は肯定的なことを伝え，肯定的なことを強調することにあり，否定的なことを勧めることにあるのではない。

私たちには，忍耐と，理解 と，あわれみを持つ勇気が必要である。今日の複雑な社会の中で悩んだ若人たちから 「私たちを見捨てず，私たち

を責めず，私たちに腹を立てないで ください。私たちをあわれみや困惑，あざけりに合わせず，むしろ私たちに道理を教え，模範を示し，あな

たのよい点を見せてください」という願いが出されているので，私は両親と指導者にこうするようへりくだって願うものである。私たちは十代

の若者から 「帰り道を見つけさせて下さってありがとう」とか 「し・っか り歩めるようにして下さってありがとう」という感謝を述べられるよう

に生活し，導 く両親や指導者になろうではないか。私たちは忍耐と理解によって友を導 く方法を学ばなければならない。ふさわしい時に，ふ さ

わしい場所で励ましを与えなさい。先 日，一人のナバホインディアンの立派な宣教師を訪れて話をし，すばらしい感激を受けた。その時彼は言

った。 「私が現在伝道 している主な理由は，私が少年の時，スペンサー ・Ｗ ・キンボール長老が家に入って来て，私の頭をなで，私の手に銀貨

をにぎらせて 「これを取 っておき，伝道のために貯金を始めなさい』と言ったからです。」その模範に示されているのは，認知， 激励， チャレ

ンジおよび模範など， リ昌ダーシップに肝要なものである。集団を主のみもとに連れ帰るたあに，私たちは忍耐と愛をもって一人一人を導 く方

法を学ぱなければならない。立派な指導者はあきらめないものである。立派な両親はあきらめないものである。立派な若者はあきらめないもの

である。．

私たちには幼子のようになる勇気が必要である。 「この故に，悔い改めて幼児のこζくわれに来る者は，われことごとくこれを受 け 容 る べ

し。かかる者１さすでに神の王国に居る者と同じなればなり。」（些』ｒファイ ９：２２）私たち１こは子供のような愛，悔い改め，祈 りおよび信仰

が必要である。

数週間前，はるか南アメリカのウルグアイに住む末日聖徒の家族と共にひざまづき祈ったことは，ほんとうに心暖まる経験であった。その時

１１歳の少女は私たちを思いやって，家族の祈 りにさそって くれた。彼女が自国のスペイン語で天父に親しく祈りをささげた時，私允ちは少女の

心に感動した。彼女の愛らしい祈りが終り，私たちは彼女の父親に 「彼女は祈 りの中で神殿について何と祈りましたか」と尋ねた。

父親は 「娘は ｒ父なる神様，私がいつか神殿で結婚できるように，充分に正しい生活を送れるよう助けてください』 と祈 りました」と答えた。

この汚れない信仰と日々の誠実な準備により，彼女の心からの望みはかなえられるであろうｐ

「誠に，．主か くの如 く言う。その罪を捨ててわれに来 り．，わが名を呼び，’わが声に従い，わが誠命を守るあらゆる人々は，わが面を見てわれ

在るを知ることあらん。」（教義と聖約９３：１）信 じる者にとって，何とすばらしい約束であろうか。信じ続ける者にとって，何という恵みであ

ろうか６私たちに恵みを与えて くださるよう天父に勇気をもって求める以上に効果的で謙遜な祈りがこの荒廃した時代にあるだろう．か。勇気を

もって生きる時に，私たちは同じような毎日ではなく，一歩一歩 しだいによくなる日々を過ごすのである。私は，主の戒めを守ることにより愛

と勇気を示すように，この時代の人々に希望するものである。

．私は．この教会が確かにイエス ・キ リス トの教会であることを皆様に証する
。私たちが目的をもって主の逼を歩みつつ，豊か噸人生を保証する

主の御業の中に恐れずに留まるよう，へ りくだって祈るものである。 イェス ・キリス トの御名により。アーメン

２６６



世界の兄弟姉妹の皆さん。これはすば

全
らしい機会である。私は常．に考えてお

り，心か ら信ずることを厳粛に証するために

話の機会が与えられることを感謝 している。

私はマサチューセッツ州ボス トンの北方約

２１０キロにある美 しい場所を訪れたことが あ

る。バーモン ト州，ウィ ンザ ー 郡の起伏 し

た，緑の丘に囲まれたその場所は，主の予言

者 ジョセブ・スミスの出生地である。

その敷地には，現在案内所と展示センター

の二つの建物が建っている。

最近，私たちは娘のケリーを連れて，その

・記念すべき場所を訪れた。娘は現在まで幾度

もそこへ行き，いつも安らぎとみたまを強 く ．

感 じてきた。彼女はその建物を出る時には必

ず訪問者署名帳に署名 し，感想欄に感想を書

いてきた。

この日，彼女は 「教会は私の生活の内にあ

って最もすばらしいものです」と書 い て い

た。私と妻は本当に喜びに満たされた。どう

してであろうか。それは，教会と儀式を伴な

う福音が 「生命に至る道」であり，私たちは

その教えに従うことにより，皆が求めている

真の喜びと幸福を家族で見出しているからで

ある。

素朴な信仰をもった一人の少年が 「いずれ

の教会が正 しいか」という非常に大切な質問

をしたのは，丁度 １５０年前の早春であった。

１８２０年のあの美 しい春の朝に，父なる神と御

子イエス ・キ リス トは少年の前に姿を現わさ

れた。彼の名は決 して消えることはないであ

ろう。その少年 こそ，この神権時代の最初の

予言者 ジョセブ・スミスであった。

過去二年間，私たちはニューイングラン ド

に住み，予言者の誕生地をしばしば訪れた。

主はその場所を神聖にされ，私たちはジョセ

ブ ・スミスが生まれた場所の空にそびえる花

こう岩の記念塔を見止げるといつも１心は喜

ジ ョセ．フ ・ス ミ ス を 知 ．る

８

びに満ち，みたまは 「彼は本当に予言者であ

６弛」と我々にささや くのである。

今朝私は皆さんに予言者ジョセブ・ス ミス ．

をもう少しよ く知る機会をさしあげたいと思

う。私はジョセブ ・スミスの業績について皆

さんに説明するつもりはな く，人であり，聖

見者であり，予言者である彼について話した

いと思っている。彼がどのように人生を送り

なぜそのように送ったかを知ることは，私た

ちにとって大切であると思う。なぜならば，

それを知ることにより，私たちは 「現代の神

権時代の君」，すなわちブリガム ・ヤングが

「かつて生を受けた人のうちで，イエス ・キ

リス トを別にして最も優れた人」（ブリガム・

ヤング説教集，英文 Ｐ．４５９）と言 ったジョセ

ブ・ス ミスについてさらによく知ることがで

きるからである。

主の光を輝かしてきた人生とは，あらゆる

人をさらによ くそれを知りたいという望みに

駆 り立てるものである。 このような人生はジ

ョセブ・ス ミスの人生である。彼は人々に奉

仕をし，愛ある人生を送 ったのであった。私

たち．は確かに彼が永遠の天父の息子のうちで

最も高貴なものの一人であったと断言するも

のである。

ジョセブ ・スミスは背が高 く，体格がよく

身長は １．８メー トル以上，体重は９５キログラ

ムほどあった。血色がよく，髪は褐色で，人

の心を見通すような青い目をしていた。彼は

リスのように素早 く，ライオンの よ う に強

く，小羊のようにやさしかった。ある青年は

ジョセブ ・ス ミスについて言っている， 「ジ

ョセブはひげをはやさず，また礼儀正しい人

でありながら，まったく人を圧する容ぼうで

した．。」ある若い女性は，ジョセブの威 厳 あ

る風さいを示す写真はなかったと語 った。彼

の顔つきや顔の表情は気分によって変わった

ので，だれも彼の本当の顔つきを知ることは

七十入最高評議員．

ポ ー ル Ｈ． ダ ．ン

できなかうたと彼の妻は語 った。

ジョセブ・ス ミスの個性，『経験および性格

をさらに深く調べると，キ リス トのような性

質をもち合わせていることがわかる。 ジョセ

ブの同僚たちは，彼が神に仕える時には神々

しいと語っている。また彼 らはジョセブの予

言的な機知，音楽や詩，演劇を愛する気持ち，

特に彼の心からの笑いを好んだのである。彼

．らはいつもジ
ョセブ・ス ミスがペースを変え

るのが巧みなのに驚いた。ジョセブ・スミス

は聖典あるいは外国語の勉強をやめてす ぐ，

まり投げやレス リング，幅飛びをし，また再

び勉強をすることができたのである。彼は楽

しい活動に加わるとすぐに楽 しそうな様子を

示すので，皆彼は楽 しいのだと分かった。 し

かし同時に皆は彼が不名誉あるいは下品なこ

とを嫌 うのに気付いた。彼はおりに臨んで激

しく人を責め，いつもその後一層の愛を示す

ことができた人である。 （教義と聖約 １２１：

４３参照） 「私はこの教会を指導する間，適切

に指導 しようと決心しています」と彼は語っ

た。

ジョセブ ・スミスは荒けずりで，あけっぴ

ろげな人であった６彼は肉体労働を喜び，体

を強 く保つことは神より与えられた原則であ

ると教えた。ノーヴー神殿建築中には，しば

しば石切場で働いたことであろう。多くの人

々は石切場や森の中，ほし草畑において彼の

そばで働きながら福音の回復について学んだ

のである。

ジョセブ ・ス ミスはイエスがキ リス トであ

ることについて強 く，確固とした証を持ち，

彼が知 っていることを他の人に述べる機会を

決して見過 ごさなかった。彼が語る時には，

あたかも地が震えるようであった。また，説

教をしているジョセブ・スミスの姿は天で生

まれた人のようであると言われた。彼はみた

まにより語 ったのみでなく，記録の示す所に
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よると，生注 時に応じてあらゆる神の賜を

得たのであった。また 「私の主義は神がお命

じになる時に命 じられたことを行なうことで

ある」という言葉の中に一つの深遠な教えが

あるのである。

神の命令を果たす際に，ジ．ヨセブは，脅迫

や腕力によらず，柔和と温情 と偽 らざる愛と．

によって人々を動かす人であり，カール ・サ

。ドバ＿ノが 「ビ・一 ドと銅、と言。継 う

に、逃 ぐいまれな判 ス トの師 な性格を持

っていた。もし世の人々が神の戒めを学び，ジ

ョセブ・ス ミスのように生活するならば，この

世は何 とすばらしい世になることであろう。

私たちは自分が愛するもののようになる，

とマッケイ大管長はよく語 っていた。 ジョセ

ブはキ リス トを愛 したのでキ リス ト．のように

な ったのであるる ．「私は全能者の矢筒の中の

よく使われる矢になりたい」 「私はいつも平

和の言葉を語 る」 「イエ．ス ・キ リス．トは私の

偉大な教師である」とジョセブは語 った。

ジョセブは私たちのうちのだれかに似た人

であったが，今日の私たちのようでは噸く，

言いようのない苦難と迫害に耐えた人であっ

た。彼は ４つの州から追放 され， ６人の子供

を失い，タールを塗られて羽根を つ け ら静

た。 しかし彼は非常に勇敢に人々を指導し，．

次のように言った。 「私は真実であると知っ

ていること．を否定サるわけにはいかない。」

彼は３８才までに一千年生きたとブリガム・

ヤングは言っている。また彼は襲われｒ打た

れたが ．「ジョセブの顔はオイル．・ランプのや

わらかな輝きのように見斥た」とリディア ・

バイ リーは語 っている。

ジョセブはモーセのように導き，ペテロの

ように語 り，パウロのように書い た人 で 毒

る。ウィルフォー ド・ウッドラフは 「エノク

の心のように，ジョセブの心は無 限 に広 が

り，ジョセブの精神を理解できるのは神のみ

である」と語 っている。

福音の知識と理解において，彼は卓越 して

いた。ジョ毛フ ・ス ミスは，将来のことに関

して， １，５０Ｑの話を記録に残した。これらの

うちの幾百かはすでに成就し，また私たちは

一生の間にさらに多 くのことが成就されるの

を見るであろう。 彼の どの著作物 を取 って

も，聖書全体から知れる以上に末日について

よく知ることができる。ジョセブの著作物，

手紙，話は非常に多方面に及んでいるので，

一人でそのような短期間にそれほど多くのこ

２６８

とをするのは不可能であろう。モルモン経，

モーセおよびナブラハムの書，教義と聖約な

ど，彼が啓示によって記録したもの は 合 計

８３０ページ （英文）に及び， 彼の自叙伝，－演

説，覚書きは合計 ３，２００ページ．（英文）を越

えている。

私たちは地上で最も幸福な民と言われてき

た。私たちは，ジョせフ ・スミスにより明ら

かにされた真理に沿って暮 らすことにより，

多くの幸福を得ている。

神と天使により教えを受けた人がいるなら

ジョセブ ・スミスこそその人である。彼は片

足を地上に置き．，片足を天に置いて，霊的に

二つの世界に住んだ人物である。エ ドワー ド

・スティーブン×ンは 「ジョセブは無限の知

識を持 っていた」と語．っている。またウィル

フォー ド・ウ ッドラフは 「ジョセフ・スミス

は永遠の知恵の流れ出つる知識の泉のようで

あった」ζ語 った。またパーレイ Ｐ．プラ

ッ トは 「ジョ．セブ・ス ミスは永遠を見つめ，

諸天を見通 レ，よろずＱ世界を理解すること

ができた」と語った。

ジョセブ ・ス ミスは，この偉大な国アメリ

カは主の導きのもとに人に与えられた選ばれ

た地であったと教えた。そして彼は，この偉

大な国家の基礎を築いた先祖によって果たさ

れた業が非常に重要なものであるという強い

証を持っていた。彼は言 った 「合衆国憲法は

栄ある標準であり，神の知恵によつて定めら

れている。それは天の標準である。それは，

のどがかわき，疲れた時に得られる涼しい日

陰と大きな岩から流れ出る清らかな水のよう

に，自由を楽しむ特権を持つすべての人々の

ためのものである。それは，あらゆる国から

来る人々を焼 けつ く．ような陽の光から守る大

木のようなものである。」（教会歴史記録，第

３巻，Ｐ．３０４）

ジョセブ ・スミスは決 して軽い荷を求めず

む しろ．強い背をもてるように祈った。彼は

「おお，主よ，私は何をなすべ きで しょう

か」 と絶えず祈る，真の予言者であった。彼

の祈 りを聞いた人々は彼の熱意に驚き，諸々

の天は文字通り開かれるということを知った

のである。入々はジョセブ・ス ミスが次のよ

う１と教えた時にその意味を理解できた。すな

わち 「神の御性格を確かに知ること，すなわ

ち人が互いに語り合うように，神 と語 り合え

ると知ることは福音の第一②原則である」δ

（教会歴史記録，第 ６巻，Ｐ．３０５）

．最 もすばらレい発見ほ人が神を見出す時で

あるとある人が言 っている。 ジョセブ ・ス ミ

スは神すなわち個性をお持ちの，愛情深い御

父に関する真の御性質と知識を漏れなく世に

伝えた。また神は私たちの御父であり，キ リ

ス トは神の御子であり，私たちの長兄でも．あ

．ると教えた。その当時のキ リス ト教会は 「私 ．

たちは神を信 じる」．と言 っていたが，ジョセ

ブ ・ス ミスは 「私は神 とキ リス トを見た。．御

二方は私に実際に話 しかけられた」と語 った。

彼は示現を見たと言 ったために追害を受けた

が，それは真実であった。彼は神がおられる

ということを私たちに教えたのみでなく祈 り

に喜んで答えられるとも教えたのである。

祈りは魂の望みというすばらしい讃美歌が

ある （１７６番）。もしジョセブ ６ス ミスが私た

ちにほかになにも与えなかったとしても，彼

は私たちに望みはかなえられ，心は清く汚れ

ないものにできるという模範を示したのであ

った。？ヨセブは殉教前にカーセらジへ行 く

途中語った 「わが良心は……いささかの替め

もなし。」 （教義と聖約１３５：４） 「われは死を ．

恐れず。」彼は主の御前に自分の全生涯をくま

なく見 られて．もはじない者のように語った。．

１８４４年の運命の日に，．ジョセブは顔に色を

塗 った １５０名ほどの暴徒によって殺された。

彼が死んだ時，次のような記事が書かれた。．

「ジョセブ・ス ミスが襲われたことにより，

モルモン教の支えは無 くなった。彼 らはやが

て四方に散 り，大社会の中にしだいにのみ込

まれてゆくだろう。」この会衆の皆さんも，こ

れを聞く数百方の人々も，この言葉が誤って

いるのを知 っている。

神の敵は予言者を殺すことによって真理を

滅ぼしたと確信 したが，当時よりもさらに強

く大きくそれは続いているのである。それは

神の御業であるので不滅であり，神の御業で

あると知ることにより，私たちは神の選ばれ

た僕ジョセブ ・スミスが聖い，真の予言者で

あると知るのである。彼は言った， 「私は真

理の原則あるいは力と徳とを得たが，それら

は死んだ後にも続 くものである。」

ジョセブは過去においても現在においても

予言者であるというのが私の個人的な証であ

る。彼の精神的感化は相次 ぐ予言者に及び，

今はジョセブ ・フィールディング ・スミスに

留まっているのである。イエス ・キリス トの

御名により。アーメン

１．カール ・サンドバー ク，アメリカの詩人，

伝記作家，１８７８－１９６７。
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春麗 きｔ震蕪 鹸 蹴難塁講 、驚
でを１０キロメー トルこえてインディアンキャンプにお使いに行 くよ

うお父さんからたのまれたので喜んでいました。家にいればしな く

てはならない野菜畑のたねまきのかわりに，緑色のルビアのしげみ

をとおりぬけて，自分たちの小馬を走 らせるなんてすばらしいこと

でした。

少年たちは，インディアンととりひきするための馬を引いていき

ました。春のやわらかな空気がただよい，少年たちはまわりの美 し

いけしきを見ながらただだまって行きました。生きていることはす

ばらしいことでした。少年たちが馬にのってキャンプについた時，

フランクという名前のナバホインディアンの酋長が出てきてあいさ

つをしました。この酋長は前に，少年たちのお父さんに馬がほしい

と話 しておいたので，馬を引いて来るのを待 っていたのでした。 フ

ランク酋長は少年たちが馬からおりるのを手伝って くれました。そ

して，とりひきのためにつれてきた馬をちよっと見てから，少しは

なれたところに行って毛布を何枚かもってきました。

その毛布の色といい柄といい，か くべつ美しいものでしたが，１０

歳になるジェイコブは弟ウォルターに，ぼ くたちは子供じみた行動

をとってはいけないし，このとりひきを成功させなければいけない

と言いました。二人は頭をふ りました。ジェイコブは酋長に，つれ

て来た馬はもっと高いのだと言いました。

年老いたインディアンはちょっとためらいましたが，野牛のひざ

かけを二枚 と毛布を何枚かもってきました。少年たちはその美 しさ

に目をみはりました。そして，二人にさしだされている毛布の量の

多いのにおどろきまｒレた。二人は毛布やひざかけを巻いて小馬の背

にしょわせました。二人はとりひきのできばえがよいの３こ気をよく

して，胸をはっていきようようと帰 ってきました。

二人が家につくとお父さんが待 っていました。お父 さんは，小馬

の背から重い荷物をおろし，毛皮をひろげて見ておどろいたようで

したが，何も言いませんでした。お父さんは注意深 くひざかけと毛

布を見て，それを二つに分けてまとめました。二人の少年たちはお

父さんが何か言ってくれるのを待っていましたが，お父さんはだま

って手をうこかしていました。品物を調べ終 ると，お父さんは分け

ておいた一方の毛布をていねいにまいて，二人がしてきたとりひき

の一部は返さなくてはならないといいました。

二人はもどってきたのをどうやって説明したらよいか考えながら

インディアンキャンプに行ったので，その日は何とな くゆううつで

した。でもフランク酋長はにっこり笑いながらあたたか く二人をむ

かえて くれました。酋長は巻いてある毛布を年老いた手でとり，二

人の少年たちが何 も言わないうちにこういいました。 「わ しはきみ

たちがもどって くることがわか っていた。わ しはきみたちのお父ぎ

んがそんなにたくさん受取 りはしないだろうと思 っていたよ。きみ

たちのお父 さんはわしらの世話をよくして くださる。あの方は，わ

しらにとってもお父さんなのだよ」

かれらの父，ジェイコブ ・ハンブ リンが，本当に賢明で人々に愛

されているということを知 った時，二人にとって春の日は急にまえ

のように，いえそれ以上にもっと美しく輝やかしいものに感 じられ

ました。

（ジェイコブ ・ハンブリン （１８１９～１８８６）は，インディア

ン地域を担当した使徒 として有名です）
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バ ホス クールで の一週間 の うちで最高 の時間だナ

とス リムガール がお もって いるのは，美 しい先

生 が本 だなか らどれで も好 きな本 を選 んで もよいとお

っ しゃるときで した。午後 か らはず っと，生徒 たちは

ま だ知 らない ことや見知 らぬ場所 につ いて読 んで時 を

す ごすので した。

ス リムガール はえ らんだ本 をて いね いに，机の上 に

お き，少 し間を置いてか らペ ージをめ くり，特別な 日

につ いて読 みは じめま した。は じめのペ ージの上の方

に 「母 の 日」 とかいてあ り，女 の人 の絵がの って いま

した。その女の人 の服装 はス リムガール のお母 さんが

着 て いるベルベ ッ トのブ ラウスや， たけの長 い重 そう

なス カー トとはず いぶ んちが った もので した。で もそ

の女の人の愛 と親切 にみちた表情 は， ス リムガール の
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お母 さんが，小 さな子 供た ちと話 して いるときに， し

ば しば見か けるあのや さ しい表情 と同 じで した。

「お母 さんの 日」 とその本 には書 かれてい ま した。

その本を読みつづ けてい くうち に，ス リムガールの胸

は喜びで い っぱ いにな りま した。愛 の こもった花束 や

お くりものを あげて，お母 さんをたたえ るために定 め

られた特別な 日なのです。 も しそのよ うにたたえ られ

る人が いるとすれば，それは他な らぬ彼女 の， やさ し

く忍耐強 いお母 さんだ と彼 女は思 いま した。

「私 もや ってみ よう」今 までス リムガールはお母 さ

ん に， どんな に愛 してい るかを言 って， 自分 な りにそ

の 日を特別な もの と して いま した。 しか しただ言 うだ

けでは十 分では あ りませんで した。 ス リムガールは何

をす ることがで きるで しょう。彼女は本 にでてい る絵
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のよう．な花束をお くることはで きませ んで した。 それ

に，．本の中の お母 さんが うけとってニ ッコ リしている

ようなすば ら しいお くりものをす ることもで きませ ん

で した。読 んでみ ると，それはみな彼女 の学校 の向 こ

うにある交易所 よ りもは るかにすば ら しい店で買 った

もので した。

で も， きっとス リムガールにで きることがなにかあ

るはずです。

も し，ス リムガールが注意 して さがすな らきっと家

の まわ りの丘や岩 の間 に野の花 を い くつかみつけ るこ

とがで きるで しょう。そ して もう一 つのお くりもの と

して， お母 さんがつ くりかたをお しえて くれた一枚 の

皮 でつ くる くつを，今 まで にないほ どに美 しく， ない

しょで こ しらえ ることもで きるのです。 お母 さんのた

めにそれを してあげな ぐては とい う気持 ちが強 くな っ

て きま した。 ため らいがちにス リムガール は大 きな机

の ところに行 き先生 がふ りむ くのを待 って いま した。

「紙 を一枚 くださいませ んか。私 のお母 さん のため に

…∴」 ス リムガール ははず か しそうにそう言 うと
，す

ばや く息をす って か ら 「お母 さんのため にカー ドをつ

くるんです」 といいま した。

根気 よ くクレ ヨンで色 をぬ り，ス リムガールは本 に

ある絵 か ら，花 とふ ちか ざ りを うつ しま した。 そ して

ス リムガールがいつ もお母 さんにたい してお もって い

る愛 の ことばを内側 にか きこみ ま した。

び っ くりさせ るために，１ない しょで一枚皮 の くつ を ．

つ くるのに何 日もかか りま した。明 日は学校 も休 みで，

ついにス リムガール が計画 して いたこ とや今 まで の準

備 が全部 おわるので した。熱意 と心配で心が乱れ，．ス

リムガール はよ くねむれ ませんで した。本 にある絵 の

ようにす ば らしくで きな かったので，それは まった く

ばかげたものとな って しま うのではな いか と思 いま．し

た。

次の朝，ス リムガールが 目を さます と， ち ょうど東

の空が明 る くな って いま した。春風 のよ うにかろやか

に，しか し息を こら して こっそ りと，小屋 か らぬ けだ し

ま した。丘 をよ こぎ りヨモギやたま じゃりのあいだに

ス リムガールは花 をさが しま した。 それは しる しのよ

うで した。 ス リムガール がいままで たてて きた計画は

結 局成功 す るのだ とい う しる しのよ うに彼女 には思え

たので した。 ス リムガール はそんなに も短 い時間で手

い っぱいに花 がつめるな どとは夢 にも思 って いません

で した。 ス リムガール は，花 を新鮮 に保 って お くため

、にボール にい っぱ い水 を くんで おいた小屋 のわ きの し

げみ の 日よけ場所 にいそ いで もど りま した。 ボール の

よこにス リムガールは，一枚皮 の くつ と， きれ いに色

のぬ られた カー ドをお きま した。なん とす てきなので

しょう。 ス リムガ ールの お くりものは，本 の中の絵 に

そ っくりとはいか ないまで もかな り似た ような もので

した。

ス リムガ「ル はに つこり して立 ちさ りま した。 うっ

とり してい る暇 はあ りませ ん。 けさなのですか ら。

ス リムガールは，で きるだけ静 かに火をお こ して朝

ごはんの した くを しま した。家族 のみんながお きて来

た時 には， おい しそ うなにおいがた ちこめ て い ま し

た。

あつ い髪 の毛 をかきむ しりなが ら， お とうさんが は

じめに小屋 か ら出て きま した。 「おお／」 お と うさん

はス リムガ ールがかま どにかがんで いるのをみてい い

ま した。 「どう したんだい これは」

お とうさんの う しろにお母 さんが立 っていま した。

「まあ，、お どろ いた」 お母 さんは， ス リムガール がほ

とん ど朝食 の準備 を終 えて しま ってい るのを みてお ど

ろいていいま した。

はず か しそ うにス リムガール はお くりものを さ しだ

しま した。 「お母 さんのために，愛 と感謝を こめて お

めで とう」

花 束を見 た ときお母 さんの 目はなみだで うるんで い

ま した。 そ してお母 さん は指で，．一 枚皮の くつをなで

て いま した。’ｒな んてすて きなんで しょう／」 とお母

さんは いいま した。

「き ょうは私 が小屋のまわ りのお仕事 を します
。 お

母 さんは，．き ょう一旧 仕事 を忘 れてす ご して下 ざい」

ス リムガールが こうい った とき， お母 さんのほほにな

みだが こぼれ おちま した。

お母 さんはなみだをなが しなが らほほえ みま した。

「何 を した らいいのか
， まった くけんとうがつかない

わ」 それ か らお母 さん は うなずいて言いま した。 「妹

を訪 問 しよ うか しら， お店 にい ってぼ ろにな って しま

った毛皮 と引 きかえに，苗木 をい っ しょに見 つけ るこ

とがで きるわ。娘 が くれた この 日をす ごす には これが

一 番すば ら しい方法 だ と思 うわ」 お母 さんは
， あた り

をみまわ してか らつけ加えま した。 「で も， き ょう一

日中，出歩 くつ もりはないわ。 き ょうはず っと家です

ご した いの」朝食 の間中， お母 さんは，幸せ そうにほ

ほえんでいま した。

お母 さんのための特別な 日があ るとい うことはす ば

らしいことだ とス リムガールは思 いま した。
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校での休み時間で した。 明子 と恵子 は階段 にこ しかけて，女 の子や男 の子 たちが いっし

ょに遊んでい るのを見ていま した。二人 の他 の子供 たちか らいっ しょにあそぼ うとさそ

われ たことはあ りませんで した。明子 と恵子 は双児 なので，新 しい学校 でまった くの ひとり

ぼ っちにな らず にすみ ました。で も二人 はおたがいにさび しい思 いを して いることを知 っ

て いま した。そ して二人は， 自分たちにはお友 だちができないのではないか と思 った りし

ま した。二人で よ く話す ことはお とうさんの仕 事のつこ うで引越 して くるまえ にいた学校

での楽 しい思 い出で した。

明子 と恵子 は，学校中で一番人気のあ るのは美 しいまゆみとい う女 の子 だとい

う意見 に一致 して いま した。二人は， もしまゆみ とお友 だちにな りさえすれ ば，

他 の子 たちは今 してい るように二人を さけた りい じめた りしな くなるにちがいな

い と思 いま した。で もまゆみ は，毎 日い ろい ろな方法で二人をい じめ， なん とか

して他 の子供 たちと友 だちにな らないようにしてい るかのよ うにみえ ました。

その晩夕食 がす むと， お父 さんは夕刊をわ きにおいて，部屋のむ こう側 で

テ レビにも目を くれずふ さぎこんでい る二人を見て頭 をふ り

ま した。 それか らまたお父 さんは新聞を読む ようなか っこう

を しま したが，今度 は頭 をたれて深 く考え こみ ま した。やが

てお父 さんはひ とりうなず くと，二人 の方 を見て 自分の とこ

ろへ来 るよ うにいいま した。

鷹 ・ 「さあ話 して ごらん」 とお とうさんはいいま した。 「いつ

翰 翻， 奎難畠鏡蓉簾 犠 簾 １蒐爵麓搬
いて，お父 さん は他 にいろいろな質 問を しま した。 「学校

蒙

華

鞍
駕

’ 籍

・⑤

ち については何 も心配 い らないよ。 このパ ーテ ィは敵を招待す る

パ ーテ ィなんだか ら。私 た ちはお まえたちあ クラスや学校 で，仲良 くして くれ ないお友だ

ち全部を このパ ーテ ィに招待 した らどうな るかを見 るんだよ。」

そ して 明子 と恵子 はその とお りにしました。招 待 された人の うちほ とん どの人が来 ま した。

パーテ ィが終 って帰 る時，みん なは今 まで こんな にすば らしいパーテ ィに出たこ とが なか った

といいま した。

で何か こまったことで もあ るのかい。」「何 か とて もむずか

しいこと ？」「私 たちがひっこ したことが悲 しいのか い。」

は じめ は何 の答 え もありませんで したが，恵子 が 自分 た

ちのさび しい状態を話 しは じめ ると， 明子 もい きせ ききっ

て話 し出 し，二人の話はつ きないよ うで した。 お父 さん１

は，二人が学校でお友 だ ちか ら仲 良 くして もらえない と

い う話 を じっと聞 いて くれ ま した。二人の話 がよ うや く

終 ると，お父 さんが言い ました。 「お父 さんにいい考 え

が ある．パ ーテ ィを ひ らこう。」

これ を聞 いた明子 と恵子 は大喜びで アイス ク リームや

ケーキや赤 い風船 の話 を して いま したが， しば らくす る

とこう言 いま した。 「だれをパ ーテ ィに 招 待 す るの」

「私 たちには友 だちなんていないわ」二人 は大 きな声で

そ う言 うと， また泣 きは じめま した。

お父 さんは 目を輝かせて こ う言 いま した。 「招待す るお友 だ

このパーテ ィは とてもす ば らしいもので したが，二人 はもうこのよ うな敵 を招待 するパーテ ィをす

る必要 はあ りませんで した。そ して， ま るで魔法 にでもかか ったように，新 しい学校でお友だ ちがで きたため， だれ を招待 し

た のかわか らな いほどで した。 と くに まゆみ とは親 しくな りま した。
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離れることがない」 （箴言２２：６）という句

がある。ジョシュ ・ビリングズはこの真理を

「子をその行 くべき道に従って育てるため，

あなた自身その道を進め」という言葉で言い

かえた。あなた自身がその道を進みなさい。

私たちのうちどれほど多 くの者がその道を進

んでいるだろうか。

私は国内のある著名な教育者の話をテレビ
．で聞いた

。．その主題はマリファナについでで

あった。．被女はマリ７アナの使用は他の多 く

の社会的な慣習ほど悪 くはないと語った。そ

れには若者たちがマリ．７アナを喫煙するのも

．悪 くないという意味を含んでいる。政府で責

任ある地仰 こつき；．ラジオやテ．レビを通じて

．家庭に大きな影響を及ぼす地位についてい る

ある人が最近 「私がカクテルパーティーで使

う言葉１ま，．家庭や教会で使う言葉とは違いま

す。私はこれが偽善的であるとは 思 い ま せ

ん」と語った。．また先日ある地方で，父親た

ちが騒ぎを溺動 し，規制をの．がれるためにバ

トカｒ．のタイヤの空気を抜き，そのことを息

子たち．の前で非常に楽 しそうに話したそうで

ある。．．．．．

また今．日上映されている映画の内容につい

て批判が起 こ．ると，映画製作者は世間が買う

ものを製作 しているに過ぎないと反論する。．
．
最近地方で上映された２１本の映画のうち，不
．

快あるいは不都合な内容による入場制限を受

けなかったのは３本だけであり，．しかもこれ

．らは映再禦作煮側で決めたものであった，親

の監督だけに任せ ら．れている全年代向けのあ

る映画で，酔っ．払いがあさまレい欲望から女

性めブラウスをはぎとった一 場 面 が あった

時，観客は大声で笑った。もしこれが私たち

おどなφ楽しむ娯楽であるならば，一体全体

私たちはどのようにして子供たちに道徳につ

求 む
管理監督会第二副監督

ビ ク ター ：Ｌ． ブ ラウ ン

いて教えることができるであろうか。

十代の時，私は教会の活発な指導者の下品

な話を聞いたことがある。私は聞いた話をま

ったくよく忘れる男だが，その話だけはまだ

憶えており，それを話 した人の名前も憶えて

いる。私たちはおとなとしてどのような模範

を示しているだろうか。カメレオンが色を変

えるように，環境に応 じて品性を変えている

のではないだろうか。周囲で使 っている言葉

を使 っているのではないだろうか。いやしい

動物本能に訴え，作家，俳優，私たちを共に

低俗にする峡画に行 っているのではないだろ

うか、その時に大衆が行なっているか らと．い

って法を犯 しているのではないだろう．か。い

かなる社会的な圧力があろうとも，自身の主

義を堅 く守れるほど意志が強固であろうか。．

以上は，もし私たちが子をその行 く．べき道に

従 って教え，．私たち身身がその道を進もうと

するならば，．自問 してみなければな らない質

問である。．

教会の至る所で，私はステーキ部長 と監督

から．「もし両親に問題がなければ，若者たち

にも問題がな．い」という言葉をよく．聞く。一

民衆として，私た．ちは昨日まったく受け入れ

られなかった標準を今 日は受け入れる。たと

．えば，言論の自由を口実にして読まれたり，

聞かれたりする，不潔でみだらな言葉が，１い

わゆる上流社会．にしだいに受け入れられつつ

ある。好色文学１ま多くの地域で産業の中に取

り入れられるようになった。 ワシン トンの大

病院の主任精神療法医は言っている， 「正常

な少年少女が好色文学にさらされるとやがて

同性愛に陥るでしょう。皆さんは健全な少年

少女を迎えること輝できますが，彼らは異常

な環境にさらされて，その後一隼涯の彼らの

習慣を身につけることになります。」

ある人は 「同性愛に陥るのがなぜ悪いので

すか」と言う。最近ある教会の指導者は同性

愛の二人の男を結婚させた。事実，世界中の

多 くの新聞がほと．んどその記事を載せた。 こ

の道徳的退廃の責任はだれにあるだろうか。

子供たちだろうか。否，その責任は，新聞雑

誌売場で卑わいな新聞を売ったり，海外にそ

れを放送するのを黙認する私たちおとなにあ

る。

ある時，私は妻が買物を終えるのを待ちな

が ら，新 しいスパ雨マーケットでマガジンラ

ックにある雑誌に目を通した。ところ．が一，

二を除いて，すべての雑誌の表紙と特別記事

の見出 しには，表現の違いこそあれ，性的な

ものが取扱われていたのである。これは住宅

地区の家族向けの店においてのことである。

もし私たちおとながこれを買わなければ，こ

れ らの雑誌はいつまで発行されると思うであ

ろうか。何が起こってこれ程にまで私たちの

標準が侵されているのだろうか。それは一晩

で起こったのではない，非常にゆっくり，非

常に巧妙に起こったのでほとんどの者がそれ

に全然気付かなかったのである。

「西欧人が個人の力，運命の決定者，行な

いの最後の裁き人である神への信仰を失ない

始めた」時に，この道徳の退廃が始まったと

い うデ ビド・クレインの意見に私は賛成であ

る。またその時に，人々は次のように考え始

めたのである。 「神が人を創造したという老

えは古 くなった。我々は進化 したのである。

・・生命は多少偶然の所産であると考えられ

始めた。罪は相対的な，．社会学上の問題とな

り，多 くの者にとって単なる虚構となった。

……人はまだ善悪の存在を信 じ，間違いを犯

せばその ことができた。……しかし人はそれ

で神を怒 らせたとか，神の罰をこうむるとか

はもはや信 じなか．った。……

このように生きることと，神が命 じられる

ので正 しく生きようとすることとの間にはは

なはだ相違がある．。

神に対して犯さ．れる罪は 「反社会」晦券も

のになった。宗教上り罪は犯罪になった。…

正直は最善の策 ということから盗みは悪いこ

ととなった。皆は友へ不誠実にならないよう．．．

に努めた。な．ぜならば，．それにより友情がそ

こなわれるからである。もし皆が礼拝に参加

したとしても，伝統を重んじるためであった。

徳はそれ自体説明できない報酬であり，それ

以外のものではない。」（デビド・ラファエル

・クレイン 「神に代わるものはあるか」 リー

ダーズ・ダイジェス ト，１９７０年３月 Ｐ．５１－５２）

２６９
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この種の哲学は不変ではない。それは時と

所と情況に応じて変わる。それは人々の気ま

ぐれと習慣と哲学によって変わる。まった く

社会が腐敗 しても自分の主義は変わらないと

いう確信をもっている人は一人もいないので

ある。私たちの住んでいる社会では放任が受

け入れられ，多 くの人々は若者だけでなく自

分自身のためにもしっかりした指針を定めよ

うとしない。私たちが生活する規則と標準が

あるということ，なおかつこの標準はしっか

りをた基礎の上に築かれていることは非常に

大切である。標準には意味があるにちがいな

い。クレイン氏が言ったように，「もし親が若

者に人生は無意味であると教えたならば，ど

うして幻覚剤を飲んではいけないと言えるで

あろうか」。（同上，Ｐ。５３）

もしこの傾向をなくさなければ，将来悲劇

が起こるに違いないのである。たとえば，大

帝国の民は進むべき道を聞違えたので，その

帝国は滅んでしまった。ではそのためになす

〈閉会説教〉

べきことは何だろうか。若者の生活に関心を

もつおとなは手を講 じてその人に影響を及ぼ

そうとしているが，若者の生活によきにつけ

あしきにつけ最 も深 く影響を及ぼす人は両親

である。私たちがもし子をその行 くべき道に

従 って育て，私たち自身その道を進もうとす

るならば，イエス ・キリス トの福音の根本的

で，飾 りのない，完全で，不変の真理に立ち

返 り，生活の中にそれ らを生かさなければな

らないのである。私たちが今日必要としてい

るのは，イエ客 ・キリ．ス トの福音に改宗 し，

喜んでそれを応用 し，信 じ，生活に生か し，

正直に什分の一を払い，隣人や債務者に親切

であり，教会の幹部を実際に支持し，子供が

主を愛するように子供に福音を教える両親で

ある。

私たちが必要としているのは正義のために

立ち上がり，声高らかに語り，また国家，地

方政治に実際に参加する勇敢な両親である。

また衣服や言葉使いやふるまいが控え目な両

平 和 へ の 祈

親である。またイエス 鼻キリス，トの福音を恥 「、

とせず，子供たちに私たちの天父がおられる

こと１私たちは天父の霊の子であること，天

父は大きな栄ある自的をもって地上に私たち

を置かれたこと，天父は私たちを愛しておら

れること，天父は私たちに自由意志と共に戒

めを与えられたこと，私たちは自分自身の行

ないに基づいて報いと裁きを受けることなど

を教える両親である．。そして神から与えられ

たすべての戒めを何らほかの理由がなくとも

その理由だけで受け入れ，主のほかになにも

のをも神とせず，姦淫せず，．盗まず，隣人の

妻や夫をむさぼらず，隣人について偽証 しな

い両親，心をつくし，精神をつくし，思いを

つくして主なる神を愛 し，自分を愛するよう

に自分の隣り人を愛する両親なのである。

これはこの世にあっても，来たるべき世に

あっても，人の救いへの唯一の道であるとい

うのが私め確信である。 このことをイエス ・

キ リス トの御名により証する。アー メン

り
１
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兄甕臨継譲灘茎認
このザばらしい一日を過 ごしてきた。

今や我々は画期的な総大会の幕を閉じよう

としている。我々は共に集い，新 しい大管長

会を支持し，主の僕，予言者達の口を通 して

主から勧告と指示を受けた。

我々は 「みたま」にあずかってよいことを

得，主からのみもたらされる力を受け，信仰

と証をさらに強 くした。

我々は主を礼拝し，主に対する愛とその大

義への献身を確認するためにまた次のような

戒めを守りたいと望みつつやって来たのであ

る。 「……汝心を尽 し，勢力と思いと体力と

を尽して主なる神を愛すべし。またイエス ・

キ リストの名によりて神に仕 うべし。」（教義

と聖約５０：５）

私は大会の諸目的が果たされたと感 じてい

る。我々は今や天父の御業をうち立てるため

に新たに身を献げ，天父の子供たちすべてを

祝福するために力を尽す という決 意 を も っ

て，各方面へいで行 く用意ができている。

今こそ， 「あなたがたの光を人々の前に輝

かし，そして，人々があなたがたのよいおこ

２７０

大 管｝長 ．ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ング ・ス ミス

ないを見て，天にいますあなたがたの父をあ．

があるようにしなさい」 （マタイ５：１６）と

言われた主の勧告に注意を払おうで は な い

か。

私はあなたがたを祝福 し，次のことを約束

する。すなわち，神はその民と共にいまし，

我々が従事 している業は，主の永遠の目的が

成就されるまで，勝利を得，前進し続けるで

あろうと。

また，天の祝福が我々とすべての人々と共

にあらんことを祈る。

天が全世界の上に義と真理とを注ぎたまい

あらゆる人々が聞く耳を持ち，主の僕が語る

真理と光の言葉に心を留めんことを直

すべての国民の中に主の目的が速やかに成

就されんことを。

私は１至高者の聖徒である教会の会員たち

が信仰を強め，義をなそうとの望みを増し，
．主の御前におそれかし

こんで，彼らの救いを

な し遂げられんことを祈る。

私は，善良なる人々，正直なる人々が真理

を求め，あらゆる真の原則を支持し，自由と

正義の道を広めえんことを祈る。

この問題と困難の多い時代に，あらゆる人

々が世に来るすべての人を照らす光によって

導かれ，人類を悩ます問題を解 く知恵を得ん

ことを祈る。

あらゆる人々，すなわち老い．も若 きも，悲

しみを持つ者も，空腹な．る者も貧 しき者 も，

また不幸な境遇や不健全な環境に陥っている

入々，助けと救いと知恵とを必要 としている

人々に，願わ くは恵み深き天父が祝福を注 ぎ

たもうよう祈る。

あなたがたと共に，私は地上のあらゆる１天

父の子供たちに愛 と関心とあわれみとを持 っ

て，彼 らの状態が物心両面でよりよくなるよ

うに祈っている。また彼 らがキリス トの御許

に来て学び，キ リス トのくびきをとり，心の

やすらぎを得んことを祈る。なぜなら，主の

くびきは負いやすく，主の荷は軽いからであ

る。 （マタイ１１：３０参照）

私は末 日聖徒 と彼 らに加わって天父の戒め

を守るすべての人々が，この世にあっても，

来たるべき永遠の世にあっても平安を得 られ

んことを，謙遜に感謝をもって主イエス ・キ

リス トの御名により祈 り奉る。

アーメン
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を与えるのが習わしであった。この生

得権を与えられた者は，たいてい深い

尊敬の念をもって大切にその特権を守

ったのである。

現在私たちにも生得権が与えられて

いる。それは私たちの性格，私たちの

望む生活を形作 ってくれる もの で あ

る。 この特権または賜は，働 くという

特権であり，その能力である。働 くこ

との真の喜びを知っている若者は，人

生における成功への数多 くの扉を開 く

貴重な生得権を受けているのである。

生得権が尊ばれるべき特権である一

方，中にはその偉大な価値を重んじな

い人々もいる。私たちは，イサクの長

男エサウが，長子の特権を弟のヤコブ

に売 った話を知 っている。このことに

思いをめぐらして，パウロはヘプル人

に次のように勧告 している。
’「……一杯の食のために長子の権利

を売 ったエサウのように……ならない

ようにしなさい。あなたがたの知 って

いるように，彼はその後，祝福を受け

継 こうと願 ったけれ ども，捨てられて

しまい，涙を流 してそれを求めたが，

悔改めの機会を得なかったのである」

（ヘブル１２：１６～１７）

エサウの例をとって，パウロはたと．

え悔改めをしても過去において浪費 し

たものは取 り返すことができないこと

を教えている。確かに，私たちは悔改

めをし，許 しを請 うことはできる。 し

かし時を無駄に過ごすことによって，

失なわれたものは決 して取 り戻すこと

はできないのである。

いかに働 くか，いかに楽 しい働きを

なすことができるかを学ぷ時期は，あ

なたがた青年の時である。怠けて毎日

を過ごすなら，いかに働 くかを学ぶ機

会を逸 して，～竃の貴重な生得権はその

働 くこ とを学 ぶ．
管理監督 ジ ョ ン Ｈ， バ ンデ ンバ ー グ

貴重さの度合に応じてそこなわれてし

まう。幼い頃視力，聴力を失なった故

ヘレン ・ケラー女史１は， 仕事の大切

さと喜びを知った。ある時彼女はこう、

語 った。 「世の中にあって私に与えら

れている仕事は限 られています。でも

それが仕事にかわりはないと思う時，

貴重なものとなります。ゴ

仕事の大切さは，他の入蓄こやっても

らって知ることのできるも⑳ で は な

い。若者は自己の創意を大いに利用 し

健全な仕事をする機会を捜すべきであ

る。神権定員会および補助組織の各ク

ラスでは仕事を捜すのを手伝ってくれ

るだろう。

仕事を捜す際に，次にあげるいくつ

かの点を心にとめておくべきである。

１． 日曜 日の仕事は避ける。

２，教会の標準を保てるような職場
’ を選ぷ

。

３． 自宅に近い所を選ぶ。

これらのことにつけ加えて，若者は

自分の外観や態度にも気を配 るべきで

ある。清潔感， くしの目が通 り手入れ

のゆき届いた髪，きちんとした服装，

これ らはみな雇用者に良い感 じを与え

るものである。

このことに関して，次のような記事

が新聞にの った。

「先日，本紙のメッセンジャーボー

イ求人広告を見てやってきた若者たち

は，編集長室に入る前にそのほとんど

が高校のサボ リ学生ではないかという

印象を与えた。そのような印象を与え

た少年たちはみな，不潔ですり切れた

だらしない服装をしており，髪の毛は

耳のあたりまでのばし， うす汚ない手

をして，ネクタイもせず，みがいたよ

うすもないくつをはいていた。 この夏

休みに仕事を見つけホうとする人は，

あらゆる手段を講 じなければならない

だろう。競争がこんなにも激 しいこと

はかつてなかった。雇用者側は十分に

検討 して選ぶことができるのである。

彼 らは大勢の中か ら最 もふさわ しい，

きちんとした人を選ぶであろう。本紙

の夕刊には 『求人欄』が設けられてい

るが，あのメッセンジ津 一ボーイの広

告を見てやって来たような少年では，

採用願いを出すことさえできないはず

である。準備のなさは，どこに行って

も現われるものである。」

私は，みなさん方に働いて得 られる

物のためにではな く，働 くことによっ

てどんな人になれるかをみるために，

ここ数ヵ月間働 くことを学んでもらい

たいと思う。

主は言われた。 「今やわれ主は， シ

オンに住める民を悦ばず。そは，怠る

者その中にあり，彼 らの子 らもまた今

や次第に悪事 に増長し，永遠の富を熱

心に求めず してその眼は貧欲を以て充

さるればなり。かかることはあるべか

らず。故 にすべか らく彼らの中よりこ

れを無 くすべきな り。」（教義と聖約６８

：３１～３２）

チャールズ ・キングズ リー２は この

ように言 っている。 「好むと好 まざる

とにかかわ ら劣 毎朝目覚めた時に，

その日になさなくてはならない仕事が

あることを神に感謝しなさい。強いら

れて働 くこと，強い られて最善を尽す

こと，それは克己，自制，勤勉，堅固

な意志，快活，、満足など，怠惰では決
ウ

して得 られない数多 くの美徳を育むも

のである。」

１．ヘ レン ・アダ ムス ・ケ ラー

（１８８０～１９６８）

米 国の作 家，講演者

２．チ ャールズ ・キ ングズ リー 、

（１８１９～１８７５）

英国の牧師，小説家，詩 人

２７１
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召 しにこたえる若者
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デ ビ ド ・ウ ェ イ ク リ ン グ

私たちは天父と教会に対 して，人々に福音

質 問 ： を教えるという責任を負っている。宣教師に

なることは，若者にとって特別な召しである。

伝道に出る準備として何をしな くてはならないだろうか。

・ △ もしだれかが あなたがたに， またあな

答 え ： ７ たがたの先祖に福音を伝えなかったな

ら，今あなたがたはどうなってい る だ ろ う

か。も し，急に私たちか ら，神が生 きてお られ我々の祈りを

聞き答えて下さるという知識 権能ある人々から水に沈め ら

れるバプテスマを受け，キ リス トの戒めをすべて守ることに

よって救いと昇栄が得 られるということ，再び天父と共に住

めるとい う知識が取り去 られるとしたら，私たちはどんなに

困惑 して しまうことだろうか。

あなたがたはたった ２度の食事を抜いただけでどんなに空

腹になるか，さらに３度， ４度あるいはそれ以上の食事を抜

くとなると空腹感がどんなにひどいものかを知っている。 こ

れは教会外の人々，すなわち暗やみの中にいる人々について

言えることである。彼 らは真理 と神に関す る知識に飢えてい

る。そしてだれかがそれを自分たちのところに持 ってきてく

れるのを待ち望んでいるのである。

人生で最も価植ある召しは，人々に最大の奉仕のできる召

し，すなわち入生をより良いもの，より幸福なものにするよ
．う努めることである

。 「……わたしの兄弟であるこれ らの最

も小さい者のひとりにしたのは，すなわち，わた’しにしたの

である。」（マタイ２５：４０）

末日聖徒イエス ・キリス ト教会の長老たちに与えられている

ような，人生で最 も尊い召しにたずさわるというすばらしい

機会の与えられている人々は世界中どこにもいない。個人個

人の努力に応 じて救いと平安を得させるために彼 らは奉仕 し

世界をより良いすばらしい場 とするたあに才能と富を提供 し

ているのである。我々の教会の目的は，人々に福音の完全な

律法，規則に従 った生活をさせ ること，すなわち日の栄の王

．国で神のみもとに住めるよう準備 させることである。それは

イエス ・キ リス トの福音を受け入れることによってのみなさ

れ得るのである。

伝道に出るために，私たちは祈り，清い正しい生活をし，

福音の勉強をして何年間か準備 しなくてはな らない。 この世

の道徳がそんなにも低 く，アルコール，タバコが人々との交

際に欠かせないもののように思われている今日，それは決し

てたやすいことではない。私たちの教会の道徳の標準はただ

一つで，それは男性にも女性にもあてはまる。教会の標準は

正 しく，神から与えられたものであって，尊敬されるべき男

性， うるわしい女性，幸福な家庭を生み出 し，国家の永続に

貢献するものである。私たちは教会を代表する者としてふさ

わしくあるよう十分に思慮深 くあるよう，またとりわけ良い

品性を身につけるよう努めなければならない。 また肉体的な

準備も怠ってはならない。宣教師活動は奮闘を要するもので

あり，気候の変化は慣れないうちはつらいものである。 さら

にホームシック，落胆などが加わると，肉体的な準備ができ

．ていない人は心身の重荷に耐えかねて倒れてしまう。

長老はすべてキリス ト教徒 として紳士らしく振舞わなくて

一はならない。紳士とは，何も隠すことを持たず，罪の意識を

感 じてうつむ く必要のない人であり，真理，美徳 知恵の言

葉に忠実で，自分自身と，他の人々を正しく判断し，一律法に

関 して約束に忠実であり，神と人に忠実な人をい う ので あ

る。世の人々をキリス ト教に帰依 させるために出かけていく

長老はそのような人でなければならない。

私たちは終りの日に神の前に轡なくして立つために，心を

つ くし，勢力をつ くし，思いをつ くし，体力をつくして神の

つとめをなすために準備しな くてはならない。 （教義 と聖約

４：２参照）

．「見よ，畑は早白くして刈り入れを待てり。故に刈 り入れ

．んと欲する者は，何れも勢力をつくして鎌を入れ， 日の尽き

ざる中に刈り取りて……然り，鎌を入れて刈り入るる者は誰

にても神の召を受 くるなり。」（教義と聖約１１：３ッ４）
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たちは非常に多 くの場合，福音の原則のゆえに愛や献身という言私

葉を口にする人々と接する時に，イエス ・キリス トの福音の真価

を知る。

これをもっとわかりやす くするために，競売について述べている物語

詩を思い出してみよう。競売人が古いバイオリンを高 く持ちあげ，その

価値を言 ってから安い付け値で売 りはじめた。 しか しだれも競売人の言

葉やその古いバイオリンに興味を持つ人はなく，値段が安いにもかかわ

らず買い手は見あたらなかった。

そこでその年老いた競売人は前に進み出て，バイオリンを弾いてみて

いいかどうかを尋ねた。願いは聞かれ，弦の調子を合わせると彼は器用

な手で，いかにもその古いバイオリンが気に入っているというようすで

弾きはじめた。そのバイオリンのすばらしい奮い立たせるような音色は

聴衆をすっかり魅了してしまったのである。

音楽が終っても人々の賞賛はやまなかった。競売人は再びそのバイオ

リンを高 くあげた。付けてくる値で人々の心が変わったこと，バイオ リ

ンに対する見方が変わったことがわかった。 こうしてそのバイオ リンは

相当の値段で売 られたのであった。

競売人は，最初に値を付けた時か ら最後の付け値までの問にバイオ リ

ンの性質を変えたわけではなかった。見事な方法で，彼 はその楽器の可

能性を示 したのである。それは同じバイオ リンであったが，彼はそのバ

イオリンの価値を聴衆の心に高 く評価させたのであった。

同様に，神の御子の福音も，それを後世に残そうと大切に保 っていく

ことを約束 している人々が，実際に弾いてみせなければ買い手は現われ

ないのである。

末日聖徒イエス ・キリス ト教会の会員として，私たちは手中

に永遠の価値ある神聖な楽器をにぎっている。それが価値ある

ものかどうかは，私たちの信頼する人々の前で，それをどのよ

うに用いるかにまるのである。
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１
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あ篇票灘調禦繊欝℃確誌
始めるために，骨肉の幕屋を得たいという気持ちを押えるこ

とができなかったのです。 あなたは愛する天父の栄光に満ち

た家庭を去 りたくはなかったのですが，地上で二人の人が祈

り求めて，あなたのやつて くるのを待ち望んでいたのです。

ニーファイが 「私すなわちニーファイは善い父母から生れ

たので……」 （１ニーファイ １：１）と言 った時，まさにこ

のことを意味 していたのだと私は信 じています。良い父母に

対する若者の責任は何で しょうか。

神がこれ ら二人の人々に，最 も貴い財産であるご自分の選

ばれた霊の一人を委ねるだけの信頼を置かれているのなら，

若者は判断を下すときに当然 自分たちの両親の勧告に耳を傾

け，彼 らに従い，敬 うべきではないでしょうか。

私たちは両親を信頼 しているでしょうか。それ とも 「お父

さんやお母 さんにはわからないんだ」などと言っているので

はないでしょうか。私たちは両親 と生活を共にしているで し

ょうか。それともデー トのあとで，明 りのついている両親の

部屋の前をぬき足さし足で通 り過ぎてはいないで しょうか。

私たちが場所や時間，友人を偽って話 しても，両親は信頼 し

てくれるなどと思ってはいないで しょうか６私たちは 「これ

が私の父母です」と言えるで しょうか。また誇 りに思ってい

るでしょうか。それ ともある若者たちのように見下げた態度

で，両親を 「老いぼれ」呼ばわりしてはいないで しょうか。

また，二人で映画に行けるように，一晩でも小さな弟や妹と

共に家に残 ってあげることを考えたことがあるで しょうか。

それともいつも自分たちだけで車を使っているのではないで

しょうか。お母さんが一度着たきりのブラウスを，す ぐ自分

のものにしてしまってはいませんか。

父親アルマの苦悩を考えてみて下さい。彼の息子アルマは

本当に手におえない若者で した。 しか し主の御使いが現われ

て口がきけなくなった時，彼は悔改めてそののち力強い宣教

師となったのです。

従順，尊敬，名誉，これ らは非常に木切です。 しか し得る

ことのできる最大の賜は，正 しい生活を し，福音の原則を守
・り，絶えることのない証を持つことです。これには神殿結婚

も含まれます。私たちが御父の日の栄の王国に住み，家族を

持つことのできる唯一の方法は神殿結婚です。神殿結婚をす

るにふさわしい者であるために，私たちは常に清い生活をし

なくてはな．りません。私たちのこの十代という時期は，両親

にとって最も心配な時期なのです。彼らは，私たちが経験 し

始めている激 しい衝動や感情を知っています。彼らも同じ経

験を通 してすばらしい発見をしたのです。彼らは私たちを助

け，導いてあげたいと思っているだけなのです。

前世を去った霊は清く，熱意を持 った勇敢な選ばれた霊で

した。私たちは，この世にやって来た時と同じ清い状態で再

び帰るという一つの考えと目標を持 って日々を過ごさなくて

はな りません。
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上手に語 られた良い物語は，最もすばらしい教材の一つになり

ます。

どんなに良い物語でも読んだのでは内容が死んで しまいます。

（例外 ：生徒には各自の聖書を読ませなさい）

アブラハム， ヨセブ，ダニエル，イエス，パ ウロの物語をする

時には， しばらくの間その人になりきって話 しなさい。 これは背

景を調べるだけでな く，彼らがどう感じ，どう考えたかという感

情移入の必要性を意味するものです。

聖句を暗請しなさい。聖書の言葉は非常に力強く，感銘的なも

のがあります。聖句を一人一人にのべるときは，途切れないこと

と目の触れ合いが大切です。そうすることにより，あなたは間接

的にクラスの生徒に聖句を暗記させる模範となるのです。

』 。、

即

齢

し

物 語 を

し な さ い

イ ワ ン ・ ハ ー ブ レ ク ト ・ ミ ト ン＊

＊ イ ワ ン ・ハー ブ レ ク ト ・ミ トン姉 妹 は ， オ レゴ ン教 育 大学 の 音楽

の 助 教 授 で あ る。 コ ンサー ト， オ ペ ラ歌 手 と して ， これ ま で 北 米

や ヨー ロ ッパ 各 地 を演 奏 旅 行 して きた 。 １９５５年 ， タバ ナ クル 聖 歌 １

隊 の ヨー ロ ッパ 演 奏旅 行 の際 ， ミ トン姉 妹 は ソ リス トと して 加 わ

った 。 これ まで プ ライ マ リー ， 日曜 学 校 ，Ｍ ＩＡの 教 師 と して 働

き現 在 サ レムス テー キ 部 （オ レ ゴ ン州 ） の ス テー キ部 指 揮 者 で あ

る。 夫 の ジ ョー ジ Ｌ． ミ トン氏 との 間 に ４人 の子 供 が あ り， サ

レム第 ２ワー ド部 に所 属 して い る。

物粥 欝撫芝雛霧識『灘
するための準備の仕方とテクニ ックを知 らなければなりませ

ん。特に，聖典か ら物語が引用されている場合のレッスンで
’は子供たちがよく理解し

，私たちと同．じ確信と証が得 られる

ように最大の努力を払わな くてはなりません。物語は，それ

を話す教師によって効果のあるなしが決まります。

亀

計画と準備

聖典からの話は，その内容を知るだけでな く，霊的な特質を

感じとり，現在の生活に応用できるかどうかを見 るのですか

ら，十分な準備が必要です。いったん意味をつかんだなら，

じょうずな教師は 「非常に深 く心を打たれた事柄をすぐに他

の人々と分ち合いたい，・しかも感情だけではなく，心も魂 も

分ち合いたい……」１と思 うのです。 教師の熱意と 奮起によ

って，子供たちは聖書の話が好きになり，福音に対 してはっ

きりした認識を持つようになるのです。 ’

福音の物語は大人用に書かれているので，子供用に直す前

に，大人という立場か ら理解すべきです。ここでも準備とい

うことが言えます。 レッスン用のテキス トは，子供たちが理

解できるような方法や言葉を見出す際に大きな助けとなりま

すが，私たちが述べる証は，聖典に見 られるよケな

話を理解することによって増すのです。参考文

献や聖句の注解に関して，背景となる資料が

さらに必要になるかもしれません。また私た

ちは，話を心に留めておき，私たちの経験め

一部 として生き生きと感情をこめて話すよ

うにしなければなりません。

物語は原文に忠実であることが大切で

す。良い語り手は，物語を誇張するため

に，作 り話などは決 してしないもので

す。語る価値のある物語は，装飾を

施さなくとも興味をひきます。また

技巧をこらしすぎたり，あまりにも
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もしイエスが物語 （たとえ話）をして下さらなか ったら，私た

ちはイエスとイエスの福音に関して今のように多くを理解するこ

とはできなかったでしょう。 「私の隣人はだれですか」とい う質

問に対 して，良きサマ リヤ人のたとえ話以外にすば らしい答えを

見つけることができるで しょうか。

大なり小なり，あなたの証はあなたの語る物語すべてに影響す

るのです。なんの考えも，準備も，個人的な信念も持たない話は

偽善でありごまか しです。

子供たちは内容を細かに話 したり，質問に答えることによって

すでに知っている聖書の中の物語をすることができます。聖書に

は，ラザロを墓から出される前に， 「イエスは涙を流された」と

記してありますが，イエ琴は悲しまれたので しょうか。このこと

は，ラザロやマ リヤ，マルタに対するイエスの愛をどのように示

していますか。 （ヨハネ １１：３５参照）

良い語り手は個人的に深 く感銘 した事柄を他の人々と分ち合い

たいと強 く望みます。

戯

剣

ヨ

詳 しすぎて，子供たちのために，簡潔さ，効果を失なわない

ようにすべきです。

物語を子供たちの生活に関連づけて話す と興味 を ひ き ま

す。物語のあ らゆる面を，誠心誠意で十分に理解 してか ら，

自分にこう問うてみるべきです。 「この物語か らクラスの生

徒に何を得てもらいたいと思 っているのだろうか。この物語

は何を教えているのだろうか。 この物語を生徒の経験とどう

結びつけたらいいだろうか。」私たちは，丁度ニーファイが自

分の民のためにしたと同じことを子供たちのた め に な し，

「私たちの学問と利益になるように，すべての聖文を私たち

の．ためと見立て」 （１ニーファイ１９：２３）なくてはな らない

のです。言い換える「なら，私 たちのする物語を意義あるもめ

としてくれる，今の時代のたとえ話や例を絶えず見つけなく

てはならないのです。

練習とレッスン

うまく物語をするには教室の中だけでな く，それ以外の所

でも練習 しなくてはなりません。捜せぱ，教師はそのような

練習の機会をたくさん見つけられ「るでしょう。 レッスンに臨

む前に，鏡の前で練習 してみなさい。 じょうずに物語をする

ための大きな助けとなるで しょう。

あなたはクラスで生き生きとした教え方をしていますか。

身ぶ りや手ぶ りは，あなたの考え，感情を伝えるのに役立 っ

ていますか。この方法はマンネリ化を避け，物語の価値を落

す不必要な身ぶ りをなくして くれます。

自己を評価 し，改善するためのもう一つのすばらしい方法

は，テープレコーダーの使用です。できれば物語をテープに

吹き込み，聞きなが ら，自分のテクニックを考察 してみなさ

い。語 り手としてのあなたはどうですか。小 さな安いテープ
．レ
コーダーでも，十分話 し方の上達に役立ちます。

また自分の子供やその友だちに物語をしてあげることによ

っても練習できます。たえず，練習の機会を見つけなさい。

物語をすることによって心に銘記することができ，丁度即席

の音楽を作るときのように，他の方法では浮かんでこない考

えも物語を している最中に浮漆んでくるものです。

意味を持ち，感動させる味のある事柄，心に思い浮かべる

ことができ，耳を傾けさせ る事柄を述べなさい。あなたの人

柄と確信を子供たちに感 じとらせなさい。 クラスを訪問 して

くれた年長の人々の提案や評．価を心から．受け入れなさい。

物語をする前に，その詳細をはっきり心の中に留めておき

なさい。 これまで何度 も聞いたり話 したりしたことのある物

語の場合は，その物語をはじめて聞いたものと仮定して取り

組む とよいで しょう。そのような物語は心で聞きなさい。何

度 も読み直 して新 しい意味や見方をとらえなさい。子供たち

は，新 しい考え，理解へと導 く質問に答えたり，内容を細か

に話 したりして，すでに知っている物語を発表することがで

きます。

もし祈 りをもって十分に準備 し，想像力と確信をもって伝

之るならば，福音の物語はいつまでも新鮮で霊的なものとな’

るのです。

１．ルース ・ソーヤー 「物語のしかた」Ｐ．２８（英文）

．１

テキス トに書かれている話をそっくりそのまま読むことほど退

屈な，つまらないレッスンはありません。

聖書の物語は，あなた次弟ですばらしくも，つまらなくもなり

ます。すばらしい話かどうかは，、視覚教材の数やレッスンの前に

何度その話を読んだかということよりも，むしろその話を理解 し

ているかどうか，個人的に証を持っているかどうヵ〉，子供のレベ

ルに合わせて話す能力があるかどうかによるのです。

各物語に縁一つの中心となるポイント，概念，目的があるはず

です。それ以上つけ加えることは学習を乱す ことになりかねませ

ん。もう一度イエスの話とその率直 さ，簡潔 さを観察 してみなさ

い。

．すばらしい物語が，必ずしもそれを聞く人々の質問全部に答え

られるとは限りません。イエスの話もしばしば疑問を残したまま

終 っていで，聞く者が，自分で結論を引き出さねばなりませんで

した。
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１０月 の 聖 餐 の 聖 句

大人日曜学校

「わた しは福音を恥 と しない。 それぽユダ ヤ人をは じ

めギ リシ ャ人 にも，すべて信 じる者に救いを得 させ る神

の力で ある。」（ロマ １ ：１６）

子供日曜学校

「心 のきよい人 たちは
， さいわ いで ある。かれ らは神

・をみ るであろ う。」（マタイ ５ ：８）

聖 餐 の 聖 句 伴 奏 曲

Ｒｏｖ Ｍ ．Ｄ ａｒｌｅｖ
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「忘 れ え ぬ 人
、

たちは数ケ月前に越 してきたこのワー

私
ド部に急に慣れてきたようであった。

私はもうこの新 しいワー ド部での経験が生活

の一部となってきたため，あんなに大好きだ

った前のワー ド部での思い出さえも．うすれて

い くのではないかと思 う。 しか し私は前のワ

ー ド部での楽 しい思い出をいつも忘れないだ

ろう。

本当に良い人たちばかりだった。私は子供

たちが教会で一番良いクラスに入っていると

いつもそう思っていた。それは子供たちの教

師を私はよく知っていた し，また大好きだ つ

たからである。

私は偉大な指導者の指示のもとに，同僚の

大祭司たちと席を同 じくする時には，よ く胸

のおどるような感動を憶えたものだった。ワ

ー ド部の藍督は私たちの力の源であった。そ

して監督が私たちを愛 し，本当に私たちのた

めを思っていて くれるのだという気持が真に

感じられるのだった。

しかし，私たちのワー ド部にあって忘れる

ことのできない一人の人がいた。彼はよ く私

の家を訪問した。彼は私の家に来ると子供た

ちを名前で親しく呼んで ，．ひとりひとりと話

すのだった。彼は子供たちの言うことはなん

でもよ く聞いてやっていた。子供たちには，

彼が自分たちを心にかけていることがわかっ

ていた。

私たちの子供が幼児の祝福を受けた時も，

彼は幼児を祝福する神権者たちの輪の中に私

と共に並んで立っていた。子供たちがバプテ

スマを受ける年頃になった時，彼は子供たち

にその儀式の重要性について話 して 聞 か せ

た。子供たちが，バプテスマの水の中に入っ

た時には，彼は証人 として一緒に出席し，非

常に喜んでくれた。子供たちを教会の会員と

して確認する儀式においても，彼は私 と共に

その手を子供たちの頭にのせた。一番上の息

子が執事になった時，そばにやって来て祝っ

てくれたのも彼だった。

私が出張で出かけた時には，毎日私の家に

電話をかけてきて安否を気づかってくれた。

毎週私たちが教会へ行 くと，彼は私たちをみ

つけては握手をした。かつて私が病気になっ

た時などは，もう一人の兄弟と共に私の家を

訪れ，病いを癒す儀式を施 してくれた。彼は

よく一緒にひざまついて祈 った。

私たちの話を聞いてくれる彼の態度は私た

ジ ョー ジ ・デ ュ ラ ン ト

ちにもっと良いことをしなければと感 じさせ

るものであったが決 して彼は私たちに説教を

したりはしなかった。彼は名のとおった偉大

な教師でもなく，まして立派な学者でもなか

ったが，彼か らは知恵 と力とが感 じられた。

彼は，私たちが信頼 し尊敬 しうる霊的な光を

放 っていた。私たちに影響を与えたのは彼の

言 った言葉ではなく彼の入となりであった。

彼が私に会いに来た時，アロン神権者の息

子の一人をつれてきた。彼は息子を愛 してい

た。私の子供たちは彼 らといっしよにスポー

ツや水泳の話をするのが好きだった。

引越すまえに，私たちはうら庭の芝生で ピ

クニック．をした。名誉あるお客様である彼は，

家族をつれてやってきた。彼は手造 りの，’中

に桃が入 っているアイスクリームを持 ってき

た。私たちは手を取り合い，お互いの目に涙

をうかべて別れをつげたのだった。

このように，私は，前にいたワー ド部での

すばらしい思い出の数々を忘れない。そこに

は，私のなつかしい人々がたくさんいる。 し

かし，私にとって最も忘れえぬ人は，私のホ

ーム ・ティーチャーその人である。
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心 も

洗 い清 めて くれた

母

リ ン ゼ イ Ｒ． カ ー テ ィ ス作

曜 日の夜 に，／０人 の子供 と両親が入浴す ることは，大

土
変 なことで あった。 しか し， 以前 は石炭 ス トーブの上

に鍋を のせて湯を わか して いたのだが， 今では湯 わか し器 の

とりつ けて ある新 しいス トーブに改良 されていた。

お母 さんが立て ひざで私 たちの肌を ごしご しこすって洗 い

（そうされ るのはあ まりうれ しくない時 も あ った が），最後

にきれい にな ったか どうか よく調べ るのを， 小 さな子供 たち

はな らんで順 番を待つのだ った。あれか ら５０年経 た今，思 え

ぱ母 は明 らか に安息 日にそなえて私 たちの体のみな らず ，心

を も洗 い清めて くれた ので あった。

母が私に語 って くれた，二 人の少女 とそのお母 さん （私 の

祖母）だけで家 にい る時に，インデ ィアンが戸 口の ところまで

や って きた時 の話を私 はよ くおぼえてい る。 かの女 たちは ど

うしていいのかわか らなか ったりＬか し，もち ろん丸太 小屋 の
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ドアが開 くまえに，主にすべてをまかせて祈ったのであった。

丸太小屋のまわりを見たインディアンたちは， 自分の身を

守ることのできない女たちだけしかいないのを知ったにちが

いなく，与えられた食料だけ取って，子供やその母を傷つけ

ることもせずそのまま帰ってしまった。

私は，子豚の銀行 と呼ばれ，母が子供の頃グリーンのふち

どりがしてある手編みの灰色のミトンに １円ず？十分の一と

して貯金をしたという開拓時代の話を思い出す。 とうとう１０

円貯まり，教会の什分の一の記録簿に彼女の名前が初めて記

録 されるというので喜びいさんで監督に納めに行 ったその時

のことは，子供心にいつまでも忘れられないものとなったよ

うであった。 このことから始まり， この小さな灰色のミトン

は，この少女にとって天の窓を開け （マラキ３ ：１０）始め主

があまりにも多 くの祝福をそそぎたもうたので彼女はその祝

福をうけきれないほどであった。 ミトンの中身がふえると共

に，少女の信仰も増 していった。 司・

じょうずなやりくりはもちろん，節約を学ぶ こ と に よっ

て，彼女は大切なものを買うのに十分なお金をいつも持 って

いるようであっ縞 天の扉は教育のために開けられた。他の

扉は，彼女が教師の資格をとるときに開かれた。

この少女が結婚した後，私の父や母が家計をやりくりしな

が らもこのミトンは，主 の十分の一 として，大切にまもり継

がれたのであった。ついにかれらの祝福はあまりに多くなり

すぎだので，この小さな灰色の ミトンにもはや什分の一が入

１りき乳なくなってしまった。しかしミトンはその目的を十分
も

果たしたのであった。その事は少女 に什分の一というこの大

切な律法を教えただけではなく，その教訓は彼女の百人以上

の子孫にまでうけ継がれたのである。

私は母が手に一本の棒をとってたやす く折ったことを思い

だす。それから母は１０本の棒をひとまとめにして，それがい

かに折れにくいものかをしめしてくれた。

「もしも１０人の子供たちが，愛 と誠実とを持って互いに結

び合うならば，あなたたちの力はその百倍にも な るで しょ

う。」その捧と一致団結の精神は家族が 困難にあって 立ちむ

かう時，私たち家族を守るよろいとなっているのである。

母が私たちに悪いことを正し，良いことを教えるために私

たちを罰する時の態度は，それに対 してだれも口だしできな

い正義感あふれる毅然としたものであった。罰をうけるもの

は，いつも自分で，そのむちに使う柳の枝をとりに行かされ

た。

母は私たちが罪を感 じるのをよ く知っていた。私たちは良

心にしたがいそれぞれ自分の罰に値する大きさの柳の枝を持

って くるのだった。私たちがうける良い報いや罰の段階とい

、うものは，私たちのするその生活によって私たち自身が決定

＝するのではないのか。

母は私たちの生活にとってホーム 」ティーチャーがいかに

大切であるかということについてあらためて言う必要はなか

った。家族のみんながホーム ・ティーチャーに十分な尊敬と

親切を示 していた事実がそれを物語っていた。もしあの頃の

ことを写 し出すテレビがあったなら，私たちの家族の曇も大

切で最 も親 しい友だとして監督の次にホーム．・ティーチ》一

が映し出されることだろう。

監督，あるいは他の権威ある人々に対 しての悪口は決 して
き く の ま

甲奪竺湖 鎗藷鷲 灘 籠埜機 搬 ・く
うになった。、

他人へのおもいやり・や共に分ち合うことなどは私たちにと ・

ってごく当然めこととなっていった。私たちはいつも日曜日

の夕食には盛 りだ くさんの食事を用意 しては，母が扶助協会

の会長をしていた時に世話を していた，ワー ド部の年老いた

未亡人の人たちを招いてよく共に食事をした。母が世話をす

るようになってか らはその年老いた未亡人たちはだれ一人と

して仲間はずれにされた りはしなかった。彼女たちが生きて

いる間はずっとその食料倉庫は，いつもいっぱいに保たれて

いたのだった。

神権に対する信仰は，忘れがたい経験をとお して私たちに

もたらされた。姉のレイが重い病気にかかっていたとき急に

容態が悪 くなりはじめた。その時は丁度，父も，他のメルケ

セデク神権者 もいなかっ牟。

庭に家のまわりの塀を造っていた二人の男の人がいた。母

はすばや く二人のところへ行 き，かれ らがメルケゼデク神権

を持 っているかどうかたずねた。かれ らはメルケゼデク神権

者であったが， 自分たちが病いを治す儀式を執行するには経

験がなさすぎると思っていた。
「早 く私 といっしょに来て下さい。私のところに聖別され

た油があります。そして，あなたがたの言 うべき言葉は私が

知 らせましょう。」と母が言った。私たちのだれもが， この信

仰ある母の教訓と神権の権能の重要さを忘れることはできな

い。．

母が困難な問題に直面した時の解決りしかたは直接的であ

った。彼女は鏡の前にまっす ぐ立ち，鏡の中の自分をじっと

見つめて言うのだった。 「さあ，あなたとこの問題とどちら

が大きいか」

答は明らかだった。

確かに，母は私たちの体を洗って くれた臨 、心も洗い漬め

て くれ たのだった。私 たちに，永遠 の生命 にいたる助 けを し

て くれ た母 に， ど うやって報 いることがで きるというのだ ろ

う。私 はその方法 を知 らないが， しか し一つ の思 いが心 に湧

いて くる。

天 父がその独 り子 イエス ・キ リス トをい く度：か紹介 なさっ

た時はいずれ も，正 当な誇 りを持 ってイエス ・キ リス トを指

して このよ うに言 われたのであ った。「これ は私 の愛す る子，

私 の心にかな う者 であ る。」（マ タイ・３ ：１７）

母が私たちに対 して これ と同 じよ うに言 って くれ る こと以

上 に，何を望む ことがで きるであろ うか。
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幼児 に
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福音の真理を

教 えな さい

マ ー ジ ェ リ ィ ・ キ ャ ノ ン

あ 篶 ぢ謄 灘 艦 雪嵩 郷 ：諮 鴛 を；禦 糠 臨 あの子、、食物をあげ。、えに，小、な手をあわせ
て短い食事の祝福のお祈りをさ茸てあげてほしいの。家では夜にもあの子 と一緒に家族の祈 りをするのよ。もしよかった らお父さんとお母さん

も，あの子のベットの横にひざまついて，いつもあの子がするようにお祈りして くださる？ そうすれば安心 して眠ると思 うわ」

娘が立ち去ってから，祖母はとの申し出について考えた。かれらは，何 と賢い両親なのだろう，と彼女は思 った。 １歳半の時に身につけられ

た習慣はその人の１８歳の生き方を決めるといわれている。彼女は，自分の娘と隣に住んでいる若い母親の人生に対する考え方を比較せずにはい

られなかった。 「私は子供が二歳半になるまで働 くつもりです。二歳半になるまでは，子供は本当にだれがだれなのか，とにかく何もわからな

いのですもの・」 Ｊ・ルーベン ・クラー ク・ジュ子アはかつてこう明言した。 「主は，幼年時代の初期から子供は福音の原則と教義に基づいて

教えられねばならないことを，はっきり啓示なさっています。もしそうしなければ，罪はその両親の頭に留る （教義と聖約６８：２５）のです。」

今や，子供の成長の分野における最も重要な研究は，生後何ケ月という時期に関係 しているのである。多 くの心理学者が，人聞の一生にわた

る進歩はその人が ４歳になる前に何を学んだかによると信 じている。そしてまた一たびその幼い頃の感じやすい年齢を過ぎてしまうと，子供は

決 してその頃 と同じように，すなおに，そして自然に受け入れて，学ぶことはないであろうということに意見が一致している。

子供たちを教育する機会は，私たちが子供たちの良い面に気づきひきだ してあげることができればいつでもあるのである。

娘のメリリイ．が丁度 ２歳の時であった。彼女は，私に灌油の儀式をしている間，兄や妹とひざまずいて共に祈ったのであらた。翌日の朝私は良

くなっていた。それか ら三 日後の夜の食卓で，メリリイは食欲がなかった。私は彼女に熱があることに気がついた。 「お母さん，お母 さんが病

気の時にお父さんがお祈 りした らなおったで しょう」と彼女は考えぶかげに言った。私がうなず くと，彼女はまた言った。 「お母さん，私 もお

父さんに祈 ってほしいの。」そこでメリリイの父親は灌油の儀式を施し，翌日の朝彼女は元気になった。

メ リリイは今１０才である。彼女は祈りが答えられるという強い信仰を今もなお持ちつづけている。

７番目の子が ３， ４カ月の頃，まだ言葉の意味もわからない時に，私はすべてのことの中で最 も大切な真理，すなわち天のお父 さまとイエスさ

まが彼を愛 しておられるということを教えはじめた。私が彼をうでの中に抱いて，あなたを愛 しているのよとささやき，いつも私はこうつけ加

えたものだった。 「天のお父さまもあなたを愛 しており，イエスさまもあなたを愛していらっしゃるのですよ」と。これらは彼がひざにだかれ

顔を撫で られなが ら毎日毎 日聞かされた言葉だった。時々私は，はたしてこんなに幼い赤ん坊に本当にこの真理を教えることができるの澄ろう

かといぶかった。はっきりではないが，それは一番初めの段階なのだった。初めに彼は言葉というものを，愛 されることによって感 覚 的 に覚

え，次に深い意味を理解してい くようになるのである。

やがて彼が幼児となった時，私は彼の部屋にイエスさまが子供たちを祝福している大 きな絵を飾った。天のお父 さまが この世に救い主を送 ら

れ＃その愛とまた，救い主が私たちを愛して，命をすてられ，それによって私たちが再び生きられるようになったことを彼は理解するようにな

うたざ

私たちの息子は今，６歳である。彼は日ましに大きくなって，今ではもうベビーサークルや囲い付きの遊び場からはみ出して しまうほど．だが

彼の会話や祈 りには天のお父さまやイエスさまが生きておられ，彼を愛しておられるという確信があらわれている。彼がまだ赤ん坊だったとき

に学んだよいことが，彼のまず第一に考えることとなっている爾である。いつの日か，．あの確信 こそがすべてのもののうちで最も必要なもので

あることを彼や私の子供たちみんなが知るようになるのである。

私たちは子供たちを無視することはできない。かれ らは喜んで学ぼうとしている。そしてもしも私たちが本当に幼いうちから福音の真理を教

えるならば，私たちの幼児が成長 した時に真理か ら離れることがな く，必ずや，彼らが復活し，昇栄 し 「とこしえに栄光をその頭に附け加えら

れ （アブラ．ハム３：２６）」るにちがいない。そして私たち両親は，主より受けたこのさし迫った義務を為しとげたという実感を持って 祝福され

るであろう。
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「………人類が現世にあるのは幸福を得んためである。」

（皿ニーファイ ２：２５）

「幸福を得る」どんな状態が 「幸福を得た」といえるので

しょうか。もしそれが物質的に満たされた幸福なら限界があ

ります。また精神的に満たされた幸福ならそれはまだ完全な

幸福 とはいえません。ではいったい幸福とは何か。 そ うで

す，天父なる神 さまの御前に立ち帰 った時，私たちはその幸

福の真髄を悟 るに違いないのです。すなわち神と同格の条件

を （肉体的にも霊的にも）持ち合わせなければならないとい

うことです。

そのために今，私たちはこの地球上にいるので す。 しか

し，ただこの地球に生を受けたからといって，それでよしと

いうのではありません。神さまのようになれるように，一つ

の道に沿って行かねばなりません。私たちが真の幸福を得 る

たあの道すじはあ らかじめ神さまが定めてくださってありま

すか らその通り進めばよいのです。その道はすべて聖典や，

啓示によって示されています。

私たちがもし神さまのところへ帰るための方法を独力で，

聖典か ら学びとり，自ら啓示を受けて進もうとしたら，大変

なことです。私たちの一生は長 くて １００年です。前世の無限

に近い生活と来世に於ける永遠の生活の間に私たちの １００年

は誠に特殊に， しかも誠に重要に， 「現世」として歴然と存

在 しているのです。たったの １００年，それは人々にとっては

沢山の事柄のでき得る時間かも知れませんが，宇宙の年齢か

らしたら，一瞬の間の時間なのです。無限の時の流れから百

年を差引いたとしても残 りはやはり無限の時間なのです。

私たちは果 しない時の流れの中の髪の毛一す じほどの間隔

を私たちは現世 と呼び，その中で， 自らの行 く末を決定すべ

く生活しているのです。そんな短か くも大切なこの世にあっ

て，どうして神さまのところへ帰 る道を知 らずに幸福をつか

むことができましょうか。また，無力な人間だけで， どうし

てその正しい道を歩 くことができましょうか。イエス ・キリ

ス トは私たちを助けるため教会をおつくりになりました。末

日聖徒イエス ・キリス ト教会のすべての教育機関は，私たち

の短かい人生をいかにして正しく歩むかを教える唯一のとこ

ろです。もう一度 くりかえ します。私たち独力では決 して救

いの道を全うすることはできません。教会のあ らゆる組織，

神権会，日曜学校，子供の日曜学校，プライマ リー，Ｍ ＩＡ，

扶助協会等，私たちに与えられているすべての組織はどれ一

つ欠 くことのできないものなのです。それは 「幸福を得ん」

ための唯一の正 しい道なのです。

図表は私たちの助け手として与え られている教 育 機 関 で

す。そうです，私たちは神さまのようになるのには決して簡

単ではないけれど，困難ではないのです。与えられた道を歩

めば，無限一 １００＝無限。すなわち私たちの人生 １００年 （現

世）は永遠の時の流れか らすれば，零に等 しいのです。

さあ，私たちは男であろうと女であろうと大人であろうと

子供であろうと，全ての人々がどこかに， この図のどこかに

概当するはずです。幸福への道を，決 して見失なうことなく

歩もうではありませんか。

一 東京ステーキ部のページー
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